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要旨
　
戦国期の日本は�地域通貨�の登場 伴�て授受のトラブルが頻発するようにな�たことが明らかにされている�
そのような貨幣流通の事情下での�当時の人々の持つ貨幣観について�一六世紀に著された�玉塵抄�の記事を手がかりに分析を行�た�それによると �鳥目� �鵞眼�などの名称が 起源である中国と当時の日本とでは意味が異な�ていることや� 当時 日本は銭が貨幣として隅々まで行き渡�て ること� 銭が人々を豊かにするもの あ�たことが意識されていた また�当時特有の問題である撰銭については ランダムに選択すること 指した中国の故事とは異なり�意図的に良い銭を選ぶ行為として人々 間で常識的に理解されていた点を明らかにした�キ�ワ�ド
　
戦国時代
　
貨幣史
　
撰銭
　
精銭
　
惟高妙安
　
玉塵抄
はじめに
　
近年�戦国期日本における貨幣流通の実態について新たな事実が多く指摘されてきた 具体的な論点は様々であ
るが� とりわけ長らく議論の対象として重視 き のは� 当該期に社会問題化 た�悪銭�の存在であ
る�

� �悪
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銭�の登場によ�て�市中では銭の選別行為である撰銭が横行し�しばしば商取引においてトラブルを惹起させた�その要因として筆者はかつて�いわゆる戦国大名と呼ばれる地域権力が登場 て各地で�地域経済圏�を形成した結果�各地での貨幣受容に応えるための�地域通貨�が形成されたことにあると指摘した�すなわち�それら�地域通貨�が他 域�とりわけ京都�に流入した際�それら �悪銭�として忌避の対象とな�たとしたのである

�
以上の筆者の指摘について�その当否は今後において批判的な検証を経る必要がある�
　
も�とも�とりわけ一六世紀は京都を中心として�悪銭�によるトラブルが発生したことは事実であり�それに
応じて幕府はしばしば統制令 の撰銭令を発布したこともよく知られてい � のような歴史的にも特異 貨幣流通事情にあ�て�当時 人々が �銭�に対して抱いていた観念は�おそらく現代に生き 我々 は異なていることが予想されるであろう さらには 当時 おける社会環境が現在とは大きく異なることも 貨幣に対する観念に何らかの影響を与えたことが考え れよう このことから�当時の人々が抱いていた貨幣観を明らかにすることは�当時における貨幣経済の構造を解明する みならず�そもそも人間社会におい 不可欠な貨幣というモノの存在意義について�様々な歴史段階に位置づけて思索するための糸口とな のと考える�
　
これまで中世日本の貨幣観についてどのように理解されてきたであろうか�これまでの研究をまとめると�以下
のように整理しうる�
　
渡来銭流入以来�中世では銭種を問わず一枚 一文とする観念が市場で醸成され�基本的には一五世紀まで継承
された

�しかし一五世紀後半になると� 明銭の流入も影響したか� 興福寺大乗院の尋尊が銭のスケ�チを行うなど�
銭種に対する区別の観念が社会に浸透しつつあ�た

�その結果�一五世紀末期からは戦乱情況も相ま�て銭種を
区別する観念が広がり�それが撰銭の要因の一つとして作用した 捉えられ いる ただし�一六世紀になると貨幣観がどのようにな�たのかについての分析は�撰銭問題 除いてはほとんど見られない�
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そこで本稿では� �玉塵抄� � �玉塵�とも�巻三八にある�銭�の項に注目し�そこで見られる記事を分析する
ことによ�て�戦国期における貨幣観の一端を読み取る試みとしたい�同書は天文一二年�一五四三�から同二二年�一五五三 頃まで相国寺鹿苑院主�僧録�とな�た惟高妙安が著したもので�中国元代の韻書である 韻府群玉�の一部に注釈や解説を加えたものであり�永禄六年 一五六三�成立とされている�多くは漢籍類から故事を引用して解説した内容とな�ているが�惟高妙安にと�て同時代である 一六世紀半ばにおける日本社会の様子に関する記述がしば ば見られることから�好適な素材であると判断される�ただし�あくまでも禅林の最高峰に立つ人物からみた記述であり�無批判に当時の一般民衆の 念とを同一視す ことはできない点に留意する必要がある�この点において課題を残すが 現代 おける貨幣観と当時 人物のそれとの比較検討を行う上 当該史料の分析は有効なものであると考える�
　
な
お� �玉塵抄�には数種の伝本がある�そのうち最も原本に近いとされる国立国会図書館所蔵本�国会本�を
底本として検討をする

�引用は原則として原文に従うが�読みやすさに配慮して叡山文庫所蔵本�叡山本�を参
照して誤字等の修正や送り仮名を補�た�該当箇所は
　
�
で示す� �また適宜返り点を補�たが�底本・叡山本
を参 つつ筆者 責任において付 たものであ

�
一　
惟高妙安について
　
まずは�玉塵抄�著者の惟高妙安について�略歴を確認しておきたい�この人物については�今枝愛真氏や藤岡
大拙氏によ�て詳細に検討されてい

�これらの先行研究に導かれつつ述べてみたい�
　
惟高妙安は文明一二年�一四八〇�に近江国で生まれたとされ�相国寺広徳軒�後に光源院に改める�の軒主で
ある瀑岩等紳から教えを受けた�その後一六世紀初頭に�伯耆国保国寺や海蔵寺に居住したとされている

�この
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間に尼子経久・詮久�晴久�と深く交流し�京都とのパイプ役としても活動していたことが知られている

�天文
七年�一五三八�には景徳寺・臨川寺の公帖を受けて西堂とな�て京都に戻り�同年相国寺に入寺した�天文一二年�一五四三�に南禅寺住持となり�さらに同年から天文一九年�一五五○�頃まで鹿苑院主�僧録�とな ている�晩年は広徳軒に住したとされ�永禄一〇年�一五六七�に死去した

�
　
�
玉塵抄�には惟高妙安の周辺に関わる事柄もしばしば記されている�そのうち伯耆国に居住していた時期に関
する記事ついては�藤岡大拙氏が詳細に分析している

�本稿で検討対象とする�銭�の項の中では�次のような
一節がある� 傍線筆者�以下同じ� �
　
食万銭�
何曽曰�
二
��
一
�詳
レ
筋�何曽ハ排匀ノ何ニアリ�字ハ頴孝ナリ�性カヲコツテ官家ナソ美食ヲシタソ�
毎日クイモノヽ入目万銭ナリ�千銭ハ一貫ナリ�万銭ハ十貫ナリ�大官人ニハ�ムシタ餅ヲ必供スルソ�コヽラノ饅頭ノコトソ�マシノカシラムシスコスホトニシテ�十文字ワレテサケ�子ハクワヌソ�コヽラニモ管領ノ細川殿 膳ハ�
　
毎日カタケノ分カ一貫ノ入目ト云ソ�
何曽ハ十貫ノ
貫�衍カ�
ノ
入目ノ膳ニ向テモ箸ヲ下ウス所ナイト云
テ不
レ
食タソ�
　
�
食万銭�というこの一節は�三世紀の晋の時代の人である何曽

が宮廷における食事の華美であることに腹を立
て� �十貫�の入り目の膳に自らは箸を付けなか たというエピソ�ドである�傍線部にある通り�惟高妙安はここで管領細川家の膳についての情報を挿入してい �銭�の項ではこの一件のみを確認しうるが� 玉塵抄�全体で見ると多くの記事を検出できる可能性がある�この点は後考に委ねたい
　
以上に見てきた通り�惟高妙安は一六世紀の禅僧としては事実上の最上位の地位を占めた人物であり
�玉塵抄�
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をはじめ様々な典籍類を書き遺すなど�当代き�ての知識人でもあ�た�そのような人物の持つ貨幣観は�必ずしも同時代の庶民一般におけるそれとは一致しないこともあり得る�その点に留意する必要があるが�少なくとも当代を生きた一人の観念としてその具体像を掘り起こし�検討を進めたい�二　
�玉塵抄�に見る貨幣観
　
以下は�玉塵抄�の�銭�の項から�惟高妙安の持つ貨幣観について具体的に取り上げ�それが一六世紀日本の
貨幣流通とどのように関わ�ているかについて検討したい��１�銭の異称�鵞眼� �鳥目�と中国の鵞眼銭
　
周知の通り�銭は�鵞眼�や�鳥目 など 異称で呼ばれることがある�これは円形方孔の銭の形状が鳥の目に
似ていることにちなんだものであるが�特に戦国期によく用いられた呼称であ た� の異称について惟高妙安は次のように言及している�
　
梁
未�末�
鵞ノ眼��コヽラモ銭ヲ鳥目ト云ソ�鵞眼ノ心テ云カ�唐ノ書ニ鳥目トシタヤ
�ウカ�
ラソ�
　
事文類聚ノ続集ノ二
　
十六ニ銭ノコトアリ�鵞眼ノコトアリ コヽニハ梁ノ未
�末�
ニ此銭アルトシタソ�事文類聚ニハ宋ノ泰始中ニ私ニ銭
ヲイ
�鋳�
タソ�一貫ノ長サ三寸ナリ�ウ
�薄�
スイホトニソ�此ノ鵞眼ヨリナヲ減シテ�ウスウ小ナヲ紅環銭ト云ソ�ナ
�縄�
ワ
デハ
ツ�繋�
ナ
ガイテ�
　
ウ
ツクシ
ホ�細�
ソ
イ
イ�糸筋�
トスヂ
テツナイタソ�水ニ入レトモ
シ�沈�
ツ
マヌソ�市
マ�町�
チ
テ
カ�数�
ス
エモセヌ
ソ�十万銭モ一掬ニミタヌソ�一ニキリニ一ハイナイソ 此ノ銭ニイカホトノ多イ物モ
�換カ�
カユルソ�鵞眼ト云心ハ
ナイ 鵞ノ眼カ
�軽�
ルウウスイカフ
�不審�
シンナリ�
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�ここら� �当時の日本�でも銭を鳥目と言うことや�それが鵞眼という意味であろうと考えたことから�梁末に鵞眼銭という銭が流通した事例を取り上げている�ただし次の一節において言及している通り�当時の鵞眼銭は私鋳銭にカテゴライズされるものであ�た�宮澤知之氏によると� 鵞眼銭は劉宋の時代�五世紀半ば頃�に流通した�小型で中央の孔が大きな粗悪銭を指す

� �事文類聚の続集の二十六�

から記事を引用し�当時は私鋳銭も公認され
ていたと言われており�鵞眼銭はその典型例と説明している�そして鵞眼銭よりもなお薄く小さな銭が当時�紅環銭�と呼ばれていたとしている�これは�近年の研究では�
環銭�と呼ばれている�劣悪な銭貨を指すものと考
えられる�縄で繋がずに細い糸で繋いだと ており 水に沈まな ほど軽く�わざわざ数えることも な ほど低価値の銭であ 述べている�
　
も�とも�戦国期日本の�鳥目�や�鵞眼�という呼称は銭一般を指すものであ�て�必ずしもそのような粗悪
銭を指すわけではないので�名称は同様であ�ても指 示す銭 内実は異なるものである�このことから�引用記事の末尾によると�鵞眼銭が軽く薄 銭 う意味であ ことを不審 している�とはいえ惟高妙安は�古くは中国にも銭に対する同様の呼称がある点に注目し 注記を加えたのであろう�
　
劉宋の泰始年間�四六五 七一�に私鋳銭として鋳られたという�紅環銭�とは�いわゆる
環銭を指すと考え
られる�これは鵞眼銭 りもさらに劣悪な銭とさ 上記記事中にも�鵞眼銭より更に小さく薄い銭として記されている��２�銭の形状や機能について
　
続いて�銭の形状や機能について�次のような記事がある�
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銭ノ
ナ�形�
リ
ハ�内ハ
ヨ�四方�
ホウ
ニシテ�外ハ
マ�丸�
ル
ウテ�内心ハ
カ�角�
ト
ヲ
タ�倒�
ヲ
サス�キツカトシテ�ソトハ人ニ打ヤウテ�
ソレヽヽニシタガウテ�マンマル柔和ニシテ�
サ�逆輪カ�
カワ
イテトヲルソ�ツミカサヌナルコトハ山
ヲ�岡�
カ
ノ如ニシテ�
ナ�流�
カレ行テ人ノ用ニ立コトハ�川ノ流レ行ヲトヽマリツ
�尽�
クルコトナイソ�世ノ宝トナル�此ヲシ
�親�
タシウスルコト
ハヲ
�親�
ヤ兄弟ノ如ナソ 孔方兄ト云ソ�孔ハアナナリ�中ニ穴アリソ�ヨホウナ
ソ
�リカ�
�兄ヤヲヤノヤウニタツ
�尊�
トフソ�
鳥ノ如ニ
ハ�羽�
ネ
ナウシテ飛ヒ
ア�歩�
ル
クソ�足モナウシテ千里万里走リアルクソ�一所ニイヌ者ソ�銭ハ音カセンソ�
泉ノ心ソ�ワ
�湧�
キツルソ�トコエモ
�行カ�
イヌ所ナイソ�カ
�微�
スカナフ
�深�
カイカ
�隠�
クレタ所エモイ
�至�
タル者ソ�ナニコトモ銭デス
ルマデチヤト云タソ 世界ヲソ
�誹�
シツタソ
　
この記事は�
西晋の時代 �四世紀初頭� に魯褒が著した �銭神論� に言及する中で述べたものである

�これによると�
円形方孔という銭の形状について詳しく述べている�そして�銭神論�には� �親愛如兄�字曰孔方�失之則貧弱�得之則富強�無翼而飛�無足而走�という文言があり�これについて触れていることもわかる それによると�銭の兄や親のように尊ぶということが記されているとし�ただし�魯褒自身はこのような人々の態度には批判的である� �この逸話から�孔
こう
方ほう
兄ひん
�という言葉が銭の異称として用いられるようにな�たことが述べられている�
　
さらに銭の機能について触れて
銭は積み重ねると山や岡のようになり�流通することで人のためになるさまは�
川が流れて尽きることがないようであり�世の宝となる�と評価している これらの表現は�銭神論�にも見られる

�しかし�世の宝�との肯定的な評価に注目している点は� �銭神論�において銭が人々をいわば亡者となすと
して否定的な評価を与えている点とは むしろ対照的といえるだろう� �銭神論�を引用した上で かかる評価は惟高妙安の誤読という印象も抱くが�あえてこのような�読み替え�をしたことも考えられる�このような解釈がなされることからすれば�いかに当時の社会に銭が貨幣として浸透しており 人々の生活に密着した存在であ�た
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かが窺えよう�
　
また銭は�泉�と同じ音であることから�泉のように湧いて行き届かない所はなく�どのような場所へも流通
したと述べている�これも�銭神論�からの引用による�ただし惟高妙安自身も伯耆に長らく滞在した経験を持つことを踏まえれば�この文章を違和感なく書き写したことに一定の意味を見出すことはできないだろうか�すなわち�一六世紀半ば段階の日本において�各地のほぼ隅々まで銭が貨幣と て浸透していた様子が看取されること�それを当然のこととして認識していたと考えられるであろう�
　
さらに続けて�次のように述べている�
　
此
ノ�論�以下同�
侖ヲ人カ
褒ヲ
ニ�憎�
ク
ンテ
フ�触�
レマワルホトニ�奉公モせスシテ�ドコデ
ハ�果�
テタモ不
レ
知ソ�賑
レ
貧ヲ済
レ
乏天不
レ
如
レ�ニ�此ノ詞ハ銭患侖ニアルカ�上ノ真匀ノ神ノ所ニアラウソ�
ビ　
�貧乏�
　
ンホウ
ニ
ラ�労�
ウ
シタ者ヲ
ニ�賑�
ギ
ワシ�ニコヽヽ
トナシ�ナニモナウテ
ト�乏�
モ
シウ
カ�哀�
ナ
シイ者ヲ
タ�助�
ス
ケ
ス�救�
ク
ウ事ハ�銭テスルソ�イ
カ　
�ニカ�
　
ナ
天
ノ広大ナ徳ト云トモ�銭
ニハ及フマイソ�
　
魯褒の�銭神論�は人々に憎まれた結果� 彼は奉公することもできず行方知れずにな�たという逸話を引用する�
この逸話自体は惟高妙安の創作ではないが 銭に対する否定的評価に対して批判的な姿勢であることを明示する筆致といえよう�そのことは�傍線部において明確化する�ここでは�銭患論� いう書 不詳�にある いう一節を引用して次のように述べている�すなわち�銭は貧乏な者を賑わして に にこ とさせる�困窮 人々を救うためには銭が重要であり�どんなに天が広大 徳 持�ていても�銭には及ばないだろ �とま 言うのであ人々の救済のためにも銭が最も重要なモノであると位置づけ その存在を高く して る�このような発想が当
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時のすべての人々に共有されていたと短絡することには慎重であるべきだが�実際に賑恤活動にも携わ�たと考えられる禅宗の高僧がこのような評価をしていることは�当時における人々の貨幣観を明らかにする上で注目に値するものである�三　
戦国期の貨幣流通事情と貨幣観
　
�玉塵抄�が一六世紀に編まれたことにより�当時における日本の貨幣流通事情が叙述に何らかの影響を与えたと考えられる�果たしていくつかそれと覚しき記事が見られるので�それについて検討したい�
�１� �せいせん�とは何か
―
�精銭�と�精撰�をめぐ�て
　
次の一節は�銭を選別するという行為について記したものである�日本においてはまさに一六世紀に撰銭が社会
問題化していることから�かかる社会事情と密接に関わる内容であるこ が推察される�
　
青銅銭�文ハ猶
二
���ノ万銭万中
一
�
�銭ヲ一文ヨリ耳白ニセンシタハ�千度・万度エレトモ同者ソ�万中ハ�
ナンドエラヒスクレトモ�ハツレスエラフニアタルソ�ハツレヌコトソ�セイセント云ハ�人カ云タハ洗銭ト云タソ�無シンカウナ者カ云タソ 精銭テア ウソ�精ハシラグルトヨムソ�センシタコ ヲ云ソ�
米ヲ白ヲツク
コトソ�精ノ字ハ米ヘンニ青ヲカイタソ�米ヲスクレテ白クレ �アヲウミユルホトニソ�クワシイトモヨムソ�
　
まず�
この一節に見られる�耳白�については�難解で語義を確定しがたい�同様の故事に取材した記事が� �玉
塵抄�の�銅�の項

にある�これによると�唐の高宗の時代における文人で� �青銭学士�と呼ばれた張
を褒め
称えた故事に触れた一節に� �耳白�の語句が用いられている�該当箇所を引用する �次の通りである�
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青銅銭ノ万度センエレトモ�万度ナカラセイセンソ�ワルイハ一モナイソ�耳シロノ金銭ハ�多ニアツテナンドミレトモ�セイセンマデソ�
　
以上の点を勘案すれば�
傍線部にもあるように� �セイセン�との関わりで登場する語句であることがわかる

� �耳
白�については� �鹿苑日録�にも用例のあることが知られている�それが次の一文である

�
　
銭之来
二
于日本
一
�復帰
二
于唐土
一
也�其謂者�日本人出
二
明之京
一
�以赴途中�或乏
二
食物受用等之物
一
�故以
二
精
銭之耳白
者
一
�人々十貫文・廿貫・百貫文買
二
彼土食物等
一
也�
　
推
測ではあるが�同様の故事が念頭にあ�たとみられ�傍線部の通り� �耳白�は精銭と関わ�て登場している
ことがわかる�ただし語義はここでも明確ではない�この一文について橋本雄氏によると� �耳白銭�と呼ばれた寛永通宝の正徳新銭が高い質を有していたこととの関係がある可能性について指摘してい

�無論�時期的差異
をそのまま勘案すれば�橋本氏も述べるように近世 語義と直接結びつくものではないが� �精銭�と密接に関わ�た語句であることは疑いないのであるから�ここでは橋本説 従いたい�すなわち�耳白�とは縁が白みがか�ており�一目 精銭 判別できるような上質銭として理解される
　
次
に前者引用史料の傍線部に注目す と �せいせん�とは�洗銭�銭を洗う� �と人は言うと述べた上で� �精
銭�と字を充てるべきであろうとして る また精銭の内実を� �米をすぐれて�選んで�白くす ば青く見えるという 精�の字義と深く結びつけて ことがわかる�
　
た
だし� �せいせん�とは�惟高妙安の述べる通り�一律に�精銭�と字を充てるべきであろうか�また 一六
世紀に頻出する各権力による撰銭令における記述内容などと比較検討し 場合 惟高妙安の述べる�精銭�と果たして同義だろうか そこで�撰銭令に見られる精銭の定義との比較を行いたい
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
三一
　
例えば�初めて精銭の語句が登場する永正五年�一五〇八�八月発布の幕府撰銭令は�次の通りである

�
　
一�
せイせンノキ�京銭�ウチヒラメヲノソク�其外ノトタウ銭�ヱイラク�コウフ�せントク�ワレ銭
但�ワレトヲラサル銭
以下�トリ合テ�百文ニ三十二銭
ケリヤウ三分一可
レ在
レ之
於
二
向後
一
者トリタスヘキ事�
　　
�中略�
　　
永正五八五
　　　　　　　　　　
沙弥
　
信祐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
近江守三善朝臣
　
貞運
　　　　　　　　　　　　　　　　
　
こ
の法令では� �せいせん�の儀として 京銭・うちひらめを排除するよう規定し�その他は渡唐銭でありなが
らも忌避されがちであ�たと考えられる永楽・洪武・宣徳の明銭や� �われ銭�については�一緡のうち三二枚含有させるよう命じている�
　
このように解されるならば�精銭とは安定的な価値をも�て流通していた北宋銭を中心としつつも�逆に忌避さ
れがちであ�た明銭などの銭貨をも三分の一含んでおり�それによ�て形成された集合体�緡�に対して与えられた呼称であ�たことがわかる�そして当然ながら�そこには京銭やうちひらめと呼ばれた私鋳銭と推察される銭は含まれなか�た
　
ただしここで問題になるのは�
法令に見られる�せいせん�に�精銭�の字を充てるべきかという問題である� �せ
いせん�が�洗銭�という語義で普及している情況があ�たとす ならば� �銭を洗う� �すなわち銭を撰ぶという意味で使用されていた可能性もあるのではないだろうか�つまり 市中で流通する雑多な銭種から規定の通りに銭
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貨群�一〇〇文緡�を形成することを�せいせん�と呼ぶのか�あるいはそのようにして形成された銭貨群を�せいせん�と呼ぶのか� ということが問題となる�当然ながら� 前者は�精撰�選� � �銭を調べて選ぶこと � 後者は�精銭� �調べて選ばれた銭 の字を宛てるのが適当であり 惟高妙安が�無信仰な者が言�た と批判する�洗銭�は�既に触れた通り前者の意味に近似する�
　
この問題は一見すれば大差が無いようであるが�事実上一六世紀においてのみ見られる特殊な貨幣のカテゴリで
ある精銭の定義が 当時の人々によ てどのように認識されて たかに関わる問題で �すなわち 当時の人々の貨幣観を知る上で重要な示唆が得られる可能性があ �その点に鑑みて 今少し詳しく検討してみたい�
　
以後しばらく幕府撰銭令から精銭の語句は見られないが�降�て永禄九年�一五六六�に出された�細川昭元撰
銭定書案�

によると�次の通りに確認される�
　　　　
定　　　　　　　　　　
上京中洛外
　
一�
せいせんの儀�せんとく�しんせん�こうふ�ゑみやう�われ銭�かけ銭�
ふちすこしかけたるハとるへ �
此分ハえらふへし�
其外ハ可
二
取渡
一
事�
　
�中略�
　　 　
永禄九年三月十七日
　　　　　　　　　　　　
越　　
�飯尾為清�
　
前守三善判
　
いわゆる三好三人衆が足利義栄を奉じて入京した際に�名目的ではあるが管領とな�た細川昭元 のち信良�に
よ�て発布されたとされる撰銭令である�これによると�宣徳・新銭・洪武・恵明・ われ銭� ・ �かけ銭� �ただし縁が少し欠けただけのものは除く�は撰 による排除の対象とする それ以外は貨幣として受用 べし 定め
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
三三
いる�
　
ここでは� �せいせんの儀�という法文でありながら�そもそも精銭とは何かという定義が明記されているわけ
ではないことがわかる� むしろ精銭とはなり得ず撰銭によ�て排除されるべき銭種のみが記載されているのである�も�とも撰銭として排除すべき銭種を明確にすることは� 逆にそれ以外が精銭であることを意味するのであ から�すなわち�せいせんの儀�は�精銭の儀�であり�精銭の定義を示した法令であ�たと理解しても差し支えな という指摘も可能であろう
　
し
かし�せいせんの儀�と提起しながら�次に続く文面は具体的な銭種を掲げた上で� �此分は撰ぶべし�と述
べていることからすれば� �精銭の儀�と字を宛てるので く�むしろ�精撰の儀�と充てる方がふさわしいとは言えな だろう �
　
そ
こで次に�三好三人衆を京都から排除して上洛し 永禄一二年�一五六九�に発布した織田信長による撰銭令

を次に掲げよう�
　　　
定精撰条々
　
一�ころ�やけ銭�せんとく�二文たて
　
一�ゑミやう 大かけ われすり 五
　
一�うちひらめ�なんきん�十文たて�此外撰銭たるべき事�
　
�中略�
　　
永禄十二年二月廿八日
　
�後略�
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これによると�冒頭にある通り�せいせん�は�精撰�と表記されていることがわかる�発布主体が異なるとは
いえ�京都を対象にした撰銭令としての連続性を認めるならば�やはり�せいせんの儀�の�せいせん�は�精撰�の字を充てるべきであろう

�つまり各種撰銭令に見られる�せいせん�とは�精撰� �つまり撰銭�の意味であり�
撰銭令は�撰銭によ�て排除すべき 種の規定として発布されたものである�厳密に言えば�精銭とすべき銭種の制定を主眼とする法令ではなか�たと考えられるのである�
　
も
�とも� �精銭�とカテゴライズされた�広く人々が良貨と認識する特定の銭種が市場で流通していたことも
事実である

�むしろそれゆえにこそ� 先に触れた�玉塵抄�の記述にある通り� 当時の人々にと�ても�せいせん�
は�精銭� �精撰�の両義を示す語句として認識されており�その使い分けにはしばしば混乱があ�たものと考えられる�２� �蒙求�からの引用にみる撰銭認識
　
次の一節は�劉寵という人物に関するエピソ�ドについて述べている�劉寵は後漢時代�二世紀後半�に会稽郡
太守とな�た人物で�善政を敷いた人物として�後漢書 に紀伝が記 い れによると�善政が評価されて都へ栄転する際�山陰県の五・六人の老人が�餞として一人百銭づつ献上し 劉寵を見送�たという� �玉塵抄ではそのエピソ�ドを引用した上で�次のように述べている�
　
劉
ヲ京エ召シ上せラルヽホトニ�会稽コウリノ山陰ト云所地下ノ年ヨリノ
ヲ　
�老�
　
トナ
五・六人�年ヨリテ眉毛ノ白
ラ�ウ�
ナカイ�尨眉ハ�尨ハ毛ノ長ヲ云ソ�ハウトモマウトモヨムソ 皓首ハ�皓ハ白トヨムソ�白髪ナコトソ�五・六
人ノ年ヨリドモ人
レ
�ソレ
く
ニ料足十疋ツヽ紙ニツヽンテ�劉�ニ送�
ハ　　
�餞�
　　
ナムケ
ニシタソ� �中略�
劉�カ
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
三五
ハナムケニ百文ツヽツヽンテモチキタ料足ヲ�ドレモ百ノ中ヨイ大ナ一文ツヽエツテトツテ�志ヲウケタソ�賢者ナコトソ�サテ異
名　
�ニ脱カ�
　
一銭太
守ト云タソ�蒙求ニモ劉寵一銭トアリ�蒙求ヲミルニ�寵為
レ
選
二
一大銭
一
ト�コヽ
ニハ寵各選
二
一大銭
一
トアリ�各トアル時ハ�百ツヽモチキタ十疋ノ内ヲ�一文ツヽエラウテ�ヨイヲ取タヤウ
ナソ�
為　�ニ脱カ�
　
選ト云
時�モチキタ者ノ為ニヨイヲ一文トツタヤウナソ�後漢書ノ伝ニハナニトアルヤラ�百文ツヽ人々
モチキタ百ノ内テ�ヨイ銭ヲ一文ツヽ取リサウナコトソ�蒙求ヲモワカイ時キ タホトニ�ネンコロニハヲホエサルナリ�
　
�後漢書�によると�この餞を贈られた劉寵は�自らを讃える老人たちの言葉に謙遜の態度を示した上で�それぞれが持ち寄�た一〇〇枚の銭から一枚ずつの�大銭�だけを抜き取り�餞として受け取�たという�その彼の態度から�尊敬の念を込めて�一銭太守�と呼ばれたと結ばれている�
　
そこで�玉塵抄�の文章と比較すると�若干異なる点が見られる�前者の傍線部では 百の中の良くて大きな銭
を一枚撰び取�た�とある� �大銭� 記述自体は当初からあるものだが �良い�という評価は�新たに加えられたものである�
　
後
者の傍線部はより注目すべき記述である� �蒙求�にも�劉寵一銭�の記事があるとして�その内容について
述べている

�それによると� �蒙求�には劉寵が�大銭�を一枚選んだという記述は同様だが�一〇〇枚のうち一
枚の�良い�銭 取�たとあるという� 後漢書�ではどうな�ているかと述べていることから�惟高妙安はこのエピソ�ドについて� 蒙求 を主に参照したようだが ただし末尾にあ 通り�詳細には記憶していない 述べており�直接参照し わけ もないようである� 一〇〇文ずつ人々が持ち寄� うち� �良い 銭を一文ずつ選んで�取りそうなことぞ と述べている�
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では実際に�蒙求�の記事はどうな�ているだろうか�次に関連箇所を引用する

�
　
山陰県有
二
 五六老叟
一
�　�ママ�
　
厖眉
皓髮� 自
二
若邪山谷間
一
出� 人齎
二
百銭
一
以送
レ
寵� �中略�寵為
レ
之選
二
 一大銭
一
受
レ
之�
　
解
釈すると�山陰県に五・六人の老人があり�白毛混じりの眉に白髪であ�たが�若邪山谷の間のところから出
てきて�それぞれ一〇〇銭を持参し�劉寵に餞別として贈�た�そして劉寵は�一大銭�を選んで受け取�た�という� �選一大銭�は� �後漢書�と同じ文面であり�先には�一枚の大銭を選ぶ�と解釈したが� �蒙求 を分析した早川好三郎氏は�一番大きな �と解釈している

�いずれが正確であるかの決め手には欠けるので�後考に
委ねたい�いずれにせよ� �蒙求 においても 大銭�を一枚ずつ抜き取 て受け取�たとの叙述は認められるが��良い�銭を選んだという記述は見当たらないことがわかる�
　
�玉塵抄�における劉寵のエピソ�ドの引用について結論を述べるならば�惟高妙安の記述は�
�後漢書� �蒙求�
に記された内容と全く一致するものではなか�たというこ になる この点は惟高妙安自身も�蒙求�を正確に覚えてはいないと注記 ている通り�本人にも正確性に自信が持てなか�た様子を窺うことができる
　
し
かしここで重視すべきは�不正確な記憶であ たからこそ� �良い�銭という本来は存在しない叙述が表出さ
れたことである�ここに惟高妙安の銭貨に対する認識が滲出して る 見るべき ろう�すなわち�彼の生き一六世紀日本において�銭貨を選ぶという行為は� 良い 銭を選ぶ行為であるのが �常識 だ のである�だからこそ� �良い銭を一文ずつ取りそうなことぞ と彼自身も述べているのである�
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
三七
おわりに
　
以上やや散漫にな�たが� �玉塵抄�の銭に関する記述から�一六世紀に生きる人々の貨幣観の具体像を析出す
る試みを行�た�その結果�当時における特有の�撰銭�という社会問題が貨幣観に大きく影響している事実が改めて確かめられたのではないだろうか�本稿で具体的に指摘した点を整理すると�次の通りである�
　
当
時の日本で銭の異称として広く用いられた�鵞眼� �鳥目�について�古くは中国での使用例がある共通性に
惟高妙安は注目し�銭が鳥 目に ぞらえられることについて考察している�ただし名称は同じでも�日本では銭一般の異称であることに対して中国では粗悪銭を指すものであり�実際には異なる意味付けを与えられた呼称であ�た�
　
次に�禅僧である惟高妙安にと�ても�銭を稼ぐという行為については鷹揚であ�たことがわかる�いかに徳が
あ�ても銭がなければ困窮した者を救えないという観念は�現代人からみても現実的な思考という印象を受けるであろう このよう 貨幣観は�僧侶として具体的になんらかの救済事業に携わ�た可能性のある人物だからこそ抱いたものであ�たのであろうか�も�とも一方では 利他的な行為である喜捨によ て自らを救済するという�勧進活動を支えるの観念も当然ながら広く社会に浸透していたはずであり�それを主導したのも僧侶 ちであ�ただろう�このいわば二律背反的 貨幣観が併存する状況は�一六世紀だからこそというよりは�どちらかといえば時代を問わず存在していたと 考えられる�いずれにせよ�銭を得ることが自 を救済 ることに繋がると う観念が当時において る とは�いかに混乱しよう も貨幣経済が崩壊せずに下支えした要因であ た もえよう�
　
そ
して� �せいせん�に�精銭�と�精撰�の両義があり�当時においても使い分けに混乱が見られた点を明ら
かにした�これは現在においても撰銭令の法文解釈においてやや混乱が見られる点でもある�改めて�精銭�とい
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う語句の使用事例を精査し�その特徴について分析する必要があるだろう�ただし本稿ではそれを果たせなか�たので�他日を期したい�
　
最
後に劉寵のエピソ�ドについて検討し� �銭を選ぶ�という行為が�惟高妙安にと�ては�良い�銭を選ぶこ
とと同義であると理解している点を指摘した�これは一六世紀日本における貨幣流通事情に大きく関係するものである 考えられる�すなわち�悪銭�が社会問題とな�て た中で�頻繁に銭に接する人々と�ては� �銭を選ぶ�という行為が日常的とな�ていたであろう�そして� �選ぶ�ことは�良い�銭を選ぶことであるという観念が常識化され�惟高妙安を通じて�玉塵抄�の記事に表出したのである�
　
また�
日本では大銭がほとんど流通しなか�たか� あるいは逆に嫌われたことも勘案すれば� 参照元の記事にあ�
た�大銭�をあえて選び取るこ に違和感を感じたことも考えられる そこで惟高妙安は�当時の人にと て 選ぶ�という行為に馴染みのある� �良い 銭という注釈 付けたとも推察される�
　
以
上� �玉塵抄�を記した惟高妙安の観念を通してという限定をする必要はあるが�一六世紀日本における人々
の貨幣観の一端を明らかにした�残された課題は多いが�さらに分析を進める とによ て�考察の精度 高めていきたい�注　
嚆矢となる研究として�
小葉田淳 �日本貨幣流通史� �刀江書院� 一九六九年� 初出一九三〇年� がある�研究史の詳細は拙著 �戦
国期の貨幣と経済� �吉川弘文館�二〇〇八年�で触れたので�ここでは繰り返さない�本稿では必要に応じて参照するものとする�
�
前掲拙著参照�
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
三九
　
中島圭一�日本の中世貨幣と国家� �歴史学研究会編�越境する貨幣�青木書店�一九九九年�初出一九九八年� �
　
�
大乗院寺社雑事記�長禄二年�一四五八�春雑載�料足名� �清水克行�大乗院尋尊の銭貨一覧表について� � �出土銭貨�
八� 一九九七年�などを参照�必ずしも正確に模写されたものではなか�たことが明らかにな�ている�
　
実
際には�国会本の写真版である�中田祝夫編�抄物大系別巻・玉塵抄� �勉誠社�一九七〇�七二年�を使用した�本稿
が主に参照する�銭�の項は� 第八巻 一九七一年刊�所収�書誌については� 柳田征司�室町時代語資料としての抄物の研究�上・下�武蔵野書院 一九九八年 も
　
叡
山本は国会本とほぼ同時期に写されたものだが�下記先行研究によると国会本がより原本に近い写本と位置づけられてい
る�本稿もそれに従い 国会本を主な検討対象とする�ただし叡山本には� 国会本に見られる明らかな誤字等を修正した箇所や�読みやすくするため 送り仮名を付した箇所があるので 対校のため東京大学史料編纂所が架蔵す 写真帳を参照した�また�別系統と思われる う一つの写本に�東京大学文学部国語研究室所蔵本がある�しかし本稿で参照する箇所は伝来しておらず�写された時期は叡山本よりもさらに下るとされていることから�本稿では検討の対象外と �以上�出雲朝子�玉塵抄を中心とした室町 代語の研究� �桜楓社�一九八二年� 同� �玉塵抄 の東大国語研究室蔵本について 一 �二� � � �青山学院女子短期大学紀要�四一・四五� 一九八七・九一年�参照�
　
今枝愛真�玉塵の著者について�
� �日本歴史�八四� 一九五五年� �同�中世禅宗史の研究� �東京大学出版会�一九七〇年� �
同�玉塵抄著者考
―
惟高妙安について� �前掲中田編�玉塵抄�一〇所収� 一九七二年� � 藤岡大拙�惟高妙安と尼子氏� �同�島
根地方史論攷�ぎ�うせい�一九八七年�初出 九八六年�参照�
　
惟
高妙安の伯耆下向の時期については�永正一三年�一五一六�とする説もあるが�確証はない�日置粂左ヱ門�伯耆国大
谷保国寺私考� � �日本歴史�三四八� 九七七年 参照�
�
注藤岡論文�
　
な
お�天文期頃に武田信玄に請われて甲斐恵林寺住持にな�たとされ�歴代住持にも挙げられてい が�横山住雄 武田信
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玄と快川和尚�戎光祥出版�二〇一一年�七一頁�ただし�住山時期不詳�としている� �実際に下向した徴証を確認することはできなか�た
　
注藤岡論文�
　
�書史会要�巻三の�晋�の項に�
�何曽�字頴孝�陳国陽夏人�官至太傅�謚曰元善草書�とある�
　
宮澤知之�中国銅銭の世界
―
銭貨から経済史へ� �思文閣出版�二〇〇七年�一一九頁参照�
　
�
事文類聚�は一二四六年成立の�南宋の祝穆が編纂した類書である� �玉塵抄�は�韻府群玉�の注釈書として成立したこ
とは知られているが� 李承英� 玉塵抄�における引用文献
―
�韻府群玉�との比較� � �筑波応用言語学研究�一〇� 二〇〇三年�
によると� �事文類聚�は�韻府群玉 に引用例がない�惟高妙安が独自に引用したものであると考えられる�
　
�
銭神論�については�福原啓郎� �銭神論 の世界� �同�魏晋政治社会史研究�京都大学学術出版会�二〇一二年�初出
二〇〇一年�参照
　
�晋書�魯褒伝所収の�銭神論�には�
�其積如山�其流如川�動静有時�行蔵有節�市井便易�不患耗折�難折象寿�不匱象道�
故能長久�為世神宝 とあることから� 晋書�に基づく記述であることがわかる�
　
前掲中田編�玉塵抄�一所収�一九七〇年
�
　
�日本国語大辞典�
の �耳白� の項では� �玉塵抄� のこの一節を引いて� �外縁が白いこと� としている�ただし� その解釈に至�
た理由は明確ではない�
　
�鹿苑日録�明応八年�一四九九�八月六日条�抜粋�
�
　
橋本雄�中華幻想
―
唐物と外交の室町時代史� �勉誠出版�二〇一一年�二〇九�一〇頁�
　
佐藤進一・池内義資編�中世法制史料集二・室町幕府法�
�岩波書店�追加法三四五・三四六条�
　
佐藤進一
・百瀬今朝雄編�中世法制史料集五・武家家法Ⅲ� �岩波書店�六一五�
　
佐藤進一
・百瀬今朝雄編�中世法制史料集五・武家家法Ⅲ� �岩波書店�六八五�
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
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四一
　
細川昭元撰銭定書案の引用元である�中世法制史料集五�では� �せいせん�に�精銭�と注釈を施している�この場合には�
�銭を精�しら�べる�との語義とするならば論旨と相違はない�ただし�精銭�というカテゴリの呼称として理解するならば�それは誤りとなる可能性を指摘しておきたい�しかし�やはり正確には�精撰�と充てるべきであろう�
　
た
だし�永禄期に�精銭�と記された史料は�精銭の対象銭種を明確に規定した後北条氏に関係するものが多く�ほかは大
徳寺に関係する史料にほぼ限られるという偏りが認められる点に注意すべきである� �精銭�という語句使用の時間的・空間的広がり ついては�より厳密に精査すべきものと考える�
�
注

李論文によると� �韻府群玉�には�蒙求�からの引用事例は見られない�先に触れた�事文類聚�と同様に�惟高妙
安が独自に�蒙求�の記事を参照して記した可能性が高い�
　
早
川好三郎�蒙求�下�新釈漢文大系�明治書院�一九七三年� ・五七九�解釈も同書を参照した�なお�引用に当た�て
は常用漢字に変換した�
　
同右参照�
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○�玉塵抄� �国会本� �銭�の項
　
翻刻
　　　　　
�中田祝夫編・抄物大系別巻�玉塵抄�八�勉誠社刊を底本とする�
�凡例�・改行位置はすべて原文ママである・本文中の�○ や文字囲�
　　
 �はすべて原文ママである�
・読点や中黒は校注者の判断に基づいて記した�・常用漢字のある旧字はすべて常用漢字で記した・振り仮名や送り仮名 一部を除い 省略した�・合点の記された箇所は一字サゲで示した・返り点は国会本にはほとんど記されていないが 叡山本に多く記されており�それを参照して校注者の判断に基
づいて記した�そのため�国会本や叡山本とは返り点の記載が異なる箇所もある�
・ �
　
�で記した内容は�校注者が付した注釈である�
・ �
　
�
で記した内容は 国会本と叡山本と 述が異なる箇所につき 叡山本の記述を示 ものであり かつ校
注者が叡山本の記述を採用すべきと判断したものである�本文の脇に したものは�文字を置き換えるべきと判断したものである� �×�を記した箇所は その文字が叡山本では記されておらず�かつ 意 勘案すれば削除すべき字と判断したも である�また本文の中に挿入したものは 文字を挿入すべきと判断した のである�
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
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四三
�本文�　
○銭
　
昨仙切センナリ�○禹湯始用
レ
金鋳
レ
幣�周立
二
九府圜法
一
�詳
レ
布�
　
秦半両��ナリ�
�○漢興有
二
楡莢�
一
�詳
レ
莢�○文帝四銖��武帝五銖��
　
又半両��又赤側� 一当
レ
五�○鄧通得自鋳
レ
��詳
レ
銅�金�埒�詳
レ
 
　
埒�王莽幼 壮 �詳
レ
銖�公孫述鉄��○梁末鵞眼��○馮讙焚
　
丁
��カ�
�馮驩ハ馬ヘンニカクソ�コヽニハ言ベンニ讙ノカイタソ�馮民ニ讙
　
ノ字ノ者ハナイソ�東匀ノ馮驩ニモ銭ノ券ヲヤイタコトハナイソ�銭
　
券ヲ銭ヲカリタ借状ナリ ソレヲヤイテステヽ ウセ 者ニコワヌコトカ�
　
漢ノ高祖モ券ヲ折ト云コトアリ 折モ焚ト同心ソ��十万貫通
レ
神�
　
詳
レ
神��神論�賑
レ
貧済
レ
乏�天不
レ
如
レ
��禹湯用
二
金��
一
夏ノ禹王�殷
　
ノ湯王ハ�金ヲ以テ銭サセラレタ 金 ハ 鉄ノコトナリ 上古ハ字カスクナ
　
ウテ�カネト云エハ金 ハカリヲカク 後ニ カネモ ソ カネヽヽニ
　
ヨツテ字カ ワツタソ� 銀銅鉄ノカワリア 金テセニヲイ
　
ルハ
�ニ�
�コカネテハイヌソ クロカネ・アカヽネテイルソ�ソレヲモ金デイルト云
　
タソ�唐�ニハ�立��周ノ時ニ九
��×�
府ノ銭アリ�府ハクラノ心ソ�圜法ハマルイ
　
心ヲ云タカ�事林広記ニ九府銭 コトアリ�事林本在
レ
他�不
レ
考
　
マヽニ用
レ
金幣ヲ鋳トアリ�ゼニヲイルコトナリ�幣ヲセニノコトニシタソ�
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幣ノ字ハ下�タ�ニ巾ノ字ヲカイタソ�キヌ布ノ字ソ心エカタイホドニ�
　
字注ヲミタニ帛ナリトシタソ�又一ニハ財ナリトシタソ�タカラト云
　
心ソ�集匀ニハ贄トカイタトシタソ�貝ハ カラナリ�貝ヲ下 ニ
　
ク時ハタカラナリ�絹 モ カラソ�心 以テ ノ心テ銭
　
幣ト云タソ�九府
　
�ママ�
　
円法ハ九ノ色アルカ�円ト云ハ�アマネウカクルコト
　
ナク�ドコ�エ モ伝リ通スル心ソ�銭ヲ泉ト云ソ�水ノドコエモ流レテ
　
通シトヲリアルク ク
�ソ�
�サルホト�ニ�銭ノ異名ヲ泉ト云ソ�泉ノ字
　
ハ白水トカ ソ�白水真人ト云ソ�白水ノ二字ハ泉ノ一 ナリ�真
　
人ノ二字ハ�イハ人ノ字ソ�ヒ ・具トヲアワセテ真ノ字 眞ハ
　
真� �ノ ナリ�貨ノ字ヲ銭ヲ貨泉ト云ソ 貨ハタカラ ヨム
　
禅�録�以下同�
ニ挙
二
起白水真�人�活頭�
一
円
二
成黄面老子ノ功徳
一
トアリ�銭ヲアゲ
　
用テ黄面ハ仏ノコトソ�仏ノ功徳 仏事 成就シタ心ソ�銭ヲ以テ仏事
　
ヲシタ心ソ 地獄沙汰モセニデスルト云タ
�ト�
同ク
�ソ�
�秦半両��半両ハ一
　
両ノ モサノ半分カ コヽラノ銭ハ四銖ナリ�十二銖ハ一両 モオ
�×�
サヲノ
　
半ハ六銖�秦ノ時ハ六銖ノヲモサカ推ノ義ソ 漢ノ高祖ハ八銖ニイ
　
サセラレタソ 文帝ハ四鉄
�銖�
ソ�物ヲ倹約ニサシムタ
�×�
王ナリ�武帝ハ一銖
　
マサレタソ�又半両ノ六銖ニモセラレタソ�又赤側字 心不
レ
知ソ�一当
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
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四五
　
五ハ一文カ五文メノヲモサカ�二十銖テアラウカ�○漢興有楡莢��
　
入声ノ葉匀ノ莢ニアリ�漢ノ世ハジマツテハ�銭ノ重メアツカイニク
　
サニ�小ニ
�シテカ�
メ一文ヲワケテ百文ホトニ�カルウチイサウメイサセラレタ
　
ソ�楡�ノ葉ハチイサイカ�ナニノ木ヲコヽラニ云ヤラ�楡ヲコヽラニハ
　
ニレノ木トモ云イ�又ハアウチトモ云ソ�ソノ葉ハマルウチイサウハ
　
ナイケナ 銭可
レ
穿柳帯柔ト�谷カ匀ニアリ�王莽幼�
　
壮��詳
レ
銖�上平虞匀ノ鉄
�銖�
ニアリ�王莽銭ノシナヲ多ウイタソ�
　
九品アリ 五ハカリシルイタソ 九ノ品スキ ハ セヌ �幼�ハイトケ ナイ
　
ト云ワ�チイサ 小
　
�ナ�
　
メ銭ソ�壮��壮ハサカンナトヨムソ�人ノ年ノ三十
　
ハカリナヲ云ソ 中ホトノ銭ナリ 排匀 公孫 所 ハ述ハナイ イツ
　
ノ時ノ者ヤラ�鉄�ノコト 知ヌソ�鉄テ タコトカ�○梁
　
�末�
　
未鵞ノ眼��コヽ
　
ラモ銭ヲ鳥目 ソ 鵞眼ノ心テ云カ 唐ノ書ニ鳥目 シタヤラ
�ウ�
ソ�
　
事文類聚 続集ノ二十六ニ銭 アリ�鵞眼 コトアリ�コヽ 梁
　
未�末�
ニ此銭アルトシタソ�事文類聚ニハ宋ノ泰始中ニ私ニ銭ヲイ
　
タソ�一貫ノ長サ三寸ナリ�ウスイホトニソ�此 ヨリナヲ減シテ ウ
　
スウ小ナヲ紅環銭ト云ソ� ワデハツナガ テ�ウツク ホソイ
　
トスヂテツ イタソ�水ニ入レトモシツマヌ 市マチテ スエ セヌ
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ソ�十万銭モ一掬ニミタヌソ�一ニキリニ一ハイナイソ�此ノ銭ニイカホトノ多
　
イ物モカユルソ�鵞眼ト云心ハナイソ�鵞ノ眼カカルウウスイカフシンナ
　
リ�○鄧通伝自鋳� 詳
レ
銖�鄧通カコト排匀ノ鄧ニアリ�漢ノ文
　
帝ノ夢ニ天
　
�空カ�
　
工ノ上ラムトミサシムタソ�者カウシカウ推シアケタソ�ソノ者
　
カ�兵 シリカヤフレタソ 夢サメテ新元テ通ソミサシムタソ�衣カヤ
　
フレタソ�カワイヽト文帝ノ思テ 銅山ノ銅ヲ通ニタマウタソ�ワ
�ユカ�
ルサレテ通カ私
　
ニ銭ヲイ 私ニハエイヌソ�此ハユルシカアツ イ 鄧通銭ト云
　
タソ�コヽニハ銖ノ字 詳トシタ 銖ノ所ニナイソ�金�埒ノ所ニナイ
　
ソ�蒙求 アリ�馬ノ埒ニ金銭ヲアウテカケタソ�銭埒ノコト蒙求ヲ
　
ミタニミエヌソ�十万貫通
レ
神�上真匀ニアウタソ�張廷賞カコトハ排匀
　
ニハナイ �神論ハ魯褒 論ヲ作タソ�晋書ノ魯褒カ伝 ア
　
リ�晋書ノ列伝第六十四ノ隠逸伝ニアリ�世間ノマジロイヲイヤガツテ
　
ヒツコウテ心安シテイル者ヲ隠逸ト云 逸ハ身 心トヲヤスウメ
　
物ニカヽワライテイルヲ云ソ�魯褒カ伝アリ 元道ナリ 学
　
問ヲコノウテ�物ヲ人ニ多�ナウ ナライキイタソ�ヲサナウヤ
�カ�
ラ貧計
　
寒素ニシテソタ タソ�晋 元康ノ後カラ晋ノ天下カヤブレテ
　
ナニモヤフレ �正儀ナイソ�魯褒カ時世ノ末ニナリテ 人 イヤシ
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
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四七
　
ムサブリキタナウナツタコトヲ�イタミカナシウテ�吾カ姓ヤ氏ヤ名ヲ
　
カクイテタレトモ�主 シニシテ�銭神論ヲ作タソ�銭ノナリハ�内ハヨホウ
　
ニシテ�外ハマルウテ 内心ハカトヲタヲサス�キツカトシテ�ソトハ人ニ打ヤ テ�
　
ソレ
�
ニシタガウテ�マンマル柔和ニシテ�サカワイテトヲルソ�ツミカサヌ
　
ナルコトハ�山ヲカノ如ニシ ナカレ行テ人ノ用ニ立コトハ�川ノ流レ行テトヽ
　
マリツクルコトナイソ�世ノ宝 ナル�此ヲシタシウスルコトハ�ヲヤ兄弟ノ如
　
ナソ�孔方兄ト云ソ 孔ハアナナ �中ニ穴アリソ�ヨホウナソ 兄ヤ
　
ヤウニタツトフソ�鳥ノ如ニ ネ ウシテ飛ヒアルク 足モナウシテ千里
　
万里走リアルクソ�一所ニイヌ者 銭ハ音カセンソ�泉ノ心ソ ワキツ
　
ルソ�トコエモイヌ所 イ �カス ナフカイカクレタ所エモイ ル者ソ�
　
ナニコトモ銭デスルマデチヤト云タ 世界ヲソシツタソ 此ノ
　
�論カ�
　
侖ヲ人カ
　
褒ヲニクンテフレマワ ホトニ 奉公モせ シテドコデハ モ不
レ
知ソ�
　
賑
レ
貧ヲ済
レ
乏�天不
レ
如
レ
�ニ�此ノ詞
�詩�
ハ銭患
　
�論カ�
　
侖ニアルカ�上ノ真匀ノ神ノ
　
所ニアラウソ�ビ ホウニラ シ 者ヲニギワシ�ニコ
�
トナシ�ナニモナ
　
ウテトモシウカナシイ者ヲタスケ クウ事ハ 銭テスルソ�イ
�ニカ�
　　
　
天ノ広大ナ徳ト云トモ 銭ニハ及フ イソ�
　
礼銭�拝
二
三公
一
ヲ者�輸
二
東園ノ
　
��千万
一
ヲ�後羊続伝�後漢書ニ羊�カ伝アルカ�羊�カコトハ�排匀ノ
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四八
　
羊ニアリ�魚ヲカケテ受テ用ヌコトハカリノせタソ�コヽノ礼銭ノコト
　
ハノせヌソ�後漢書ノ列伝ノ第九ニ�伝�ア �字ハ興祖ナリ�平陽ト云所ノ
　
者ナリ�南陽ノ守護ニナツテソマエ行時ニ�ヤフレタヒケウナ者ヲキ
　
テ�人ニマギレテタレモエシラヌコトタチテ 人モツ イテ南陽郡ノ中ヲ
　
アルイテ�ソコ 人ナリカヽリ�人ノ心 ヨイアシイコトトモヲ�ミ及ヒキ
　
イテ�ソコノ カホメソシルコトトモヲキイテ�ソノ後ニ守護所エ移テ�
　
ソコノ所ノ役ヲモチ�所ヲサバキ 所ノ トナヲスルヤウナ者ノ心ノレン
　
チヨクナ�カ欲ノフカイ者ナトヲ前ニスキ ヨウ知ス イテ�政ヲ行
　
タソ�大賢者ソ�郡 内 モヲソ �身ヲフルワ イタソ ヽ 時権
　
勢ヲスル者モヲソレタツトヒ 隔心シタ 霊帝ノ羊 太尉 官ニ
　
ナサウトサシムタ �大
�太�
尉ハ法ヲタヽス官ソ�ソノ時三公ノ位ニナル者ハ�
　
東園ニ礼銭 千万貫ヲ進上スルソ�東園ハ天子エ礼銭ヲ納ル所カ
　
ソ�天子カラ中使ヲダイテ�タシ ニ納カヲサメヌカ ミせサせラレ
　
タソ�此ノ使ヲ左庶 云タソ�左庶長 ・右庶長 ト云官アリ�此ヤウ
　
ナ�色々ノコトヲトリアツカウ官ソ 羊 天子ノ使ナ 庫蔵
　
ノクラノソハ アラムシロニナヲ ヤフレタキル者 ド モチ
　
アケテ�中使ニミせテ�私 ブンハ此ノテイマデキ
�ト�
云タソ� �中�使ノマ
�馬�
イ　
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
四九
　
ニソヲタ者カ帰テ�帝ニマ
ラ�ヲ�
シタソ�帝ノブキゲンニイラヲ
�シ�
ムタソ�
　
賢者ノ本ニシテ礼ナトヲウケヌソ�サルホトニ高イ公ノ位ニ羊�ハナ
　
ラヌソ�礼銭ト云字ハ日本ノ俗ビタ字チヤカアルソ�餐銭列�侯
　
賜
二
��
一
�奉
レ
品�○賜
レ
厨�伝
レ
銭也�列侯ハフせウノ侯ナリ�コヽラニ御所ノ
　
ハン
�
ノ奉公衆ノヤウナ位ソ�ソレニハ大子カラ飯米銭カヲルヽソ�
　
奉
レ
品ハ 列侯ニ位ノ品カアルソ�ソノシナ
�
ニ多少カアラウソ�クイ者
　
シタツルザツシヤウ所エヤツテ�料足ヲタシカニヤルコトソ�
銭ハ百
　
字ソ�意銭
　　
�
�ママ�
�之戯�後梁奠伝�即攤銭�梁奠ハ排匀
　
ニナイ 後漢書ニ伝アリ�漢書在
レ
他�不
レ
考�此コト戯トアリ�攤
　
銭トアリ�攤ハ物ヲヒログルコトソ�銭ヲヒロクルコトハナ ス 百
　
ツヽナラフルコトカ�一貫ツヽナラフルコトカ�一文ツヽ ラフルコトカ 意
　
銭ト云タ意ノ字ノ心不
レ
知コトソ�緡銭�漢武算
二
賈人��
一
�食貨�漢
　
ノ武帝ノアキウドノ一貫ツヽニ ナイダ銭ヲカス テ�イカホトアル
　
ト云コトヲ知レ ソ�王 シサウモナイコトソ�緡ハイ ヤ緒ヤ縄ヲ
　
云ソ�流銭�流��流
レ
��トチエヨムヤラ�流ゼニモ流
レ
�モ同心ソ�流ト
　
云ハ多イ心ソ�物ノ多イコトヲハ流ヤウナト云ソ�粟麦地ニ流ト云タ
　
コトアリ�五谷
�穀�
ノブネウナ年ハ�アワ・ムキ・米大地ヲ流ト云ソ�守銭��
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五〇
　
虜�詳
レ
虜�後漢ノ馬援カコトナリ�上声ノ麌匀ノ虜ニアリ�
　
馬援カ云タソ�ヲヨソ財宝銭ヲ多ウ以テ人ニトラせ�カナシイ者ニ
　
トラせテ�ニキ
�ギ�
ヲワスルコトソ
�ヲ�
�本ニシホメタコトソ�ソレサナウテ�銭ヲツミ
　
カサネテ以タヲタノシウテ�チツトモウせチラせイテヲクハ ソレハ
　
タヽ一向銭マブリマテソ�メシウトヲ守テニカサジトシ �ソ ニ付テ
　
守テヲル者マデソト云テ 財宝ヲワケテ ヤ子・シンルイ・イ
　
コ・ハツコマテ
�デ�
ニヤツタソ�後漢書ノ列伝ノ第八ニ馬援カ伝アリ�コヽノ
　
コト�匀府ノ麌匀ニノせタ �同ク守銭 虜爾守
二
銭虜
一
ヲ耳�
　
トチエヨマウヤラ�銭ヲ虜ニシテ ソレヲ守マ ソ 云心ソ�守
レ
銭�せニヲ
　
ウシナワジウサカサジト�イケ リメシ
�ウ�
トニシテ守ル心�又ハ銭カスナワ
　
チ�イケドリメシウトヽ同ソ ソレヲ守ル心 トチエモイサレ
　
守銭虜トヨンテ
�デ�
ヨカラウカ�虜ハツネ ハ�リヨトヨムソ�史漢
　
書テハ�ロ ムソ�
　
犀銭����玉果利市平分
二
活四座
一
�坡詞�犀�
　
ハ犀ノ角ノ カ 犀ト銭トカ�玉��玉テシタ果カ� レモ カラ・
�チ�
ウ
　
ホウナリ�利市 アタ ノコ ソ 市ノ字ハ ウルトモカウト ヨム
　
市テ物ヲウ カウコトヲ本ニスルホトニ 市ノ字
　
トモ�ネトモアタイトモ心テヨ タ ウレハコソカエノ心テ�トチエ
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
五一
　
ヨムソ�沽ヲヲキ
ノ�××�
キノルトモカウトモヨムソ�ウルトモカウトモヨムソ�
　
市ノ字ノ心ソ� キノレハコソウレ�ウレハコソヲキノレノ心ソ�犀�玉�
　
ノテウホウ 宝ノ代 �利� 価ネノホトヲ平多シテ�ウル方エモカウ
　
方エモエツロイアワセテ�座敷ノ人ニカシモシ�ウリモウリモス
　
ソ�ナン 詞ニカ タヤラ 犀ノ銭ハシラヌコトソ メツラシイソ�連銭�漢ノ
　
太一池有
二
��
一
�調実記�内
�カ�
�
��動�杜
馬行�漢ノ太一池ニ
　
水草アリ�
ト云ソ�
ノウキ草ノモンカ連銭ナソ�マルウクル
　
�
トシタモンアリ�ぜニヲフセテナラベタ如ナソ�苔ニモ連銭ナカアルソ�
　
馬ニコヽラニモ連銭葦毛ト云アリ�
　
圧驚銭�宋神宗賜
二
王襄ノ
　
敏幼子� ・金犀�果
一
�王襄�ハ排匀ニミエヌソ�王ノカヲサナイ子
　
ニ�神宗カラ金テ作タ犀ト 果トヲタマ タソ�銭果ハせニ マルイ
　
ヲコノミノマルイニシテ�木ノ枝ニ果ノナツタ如ニツケタコトカ�圧驚ハナニ
　
トシタヲ云タソ� タイノリナトテヒツタ�ト�
�ヲシ付タコトカ�驚ノ心不
レ
知
　
ソ�ヲチサウナヲ�ウ シカナソデ ヲチユルカヌヤ ヲシツケタコトカ
　　
無名銭�張安世�以
二
在位
一
太盛�辞
レ
禄�詔
二
都内
一
�別蔵
二
張氏���
一
�漢紀�
　
張安世ハ前漢ノ宣帝ノ臣ナリ 七代マ ツイテ
�デ�
侍中ノ官ニナツ
　
タソ�高位ニアツテ威名栄華
�花�
アマリスクレタホトニ�定タソノ官
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五二
　
ノ俸禄ヲ辞シテタマワラヌソ�天子カ�ラ�詔カアツテ�ミヤコノ中ニユル
　
サレテ�張氏カ料足ヲカクシ入テヲイタソ カクス所ノ銭百万ヲ
　
以�テ�カスエタトアリ�百万貫ノワテハアルマイソ�
　
青苗銭�唐国用�不
レ
 
　
給
二
青苗
一
時�征
レ
之�曰
二
���
一
�史�立見
レ
苗�此ノコト不
レ
詳ソ�蕭匀ノ苗
　
ニソツトアリ�宋 荊公カ此法ヲ行タトハカリアリ�コ ニコトワ
　
リハナイソ�人ニキイタハ�宋ノ時ニ民ヲミヤコエヨウテ�ツ ワウド
　
テ�青夏民ノ銭ナヲ
�ウ�
テツカイタイ時ニ�ミヤコカラ宰相ノ銭ヲ
　
カサレタソ�ソレニ利 付 ソノカエニ民 京ヘヨビ ホせテ ツ
　
カワレタコトナリ�田ノ苗ノアヲウ ウ 付
又�ス�
時ニカルルヽホトニ
　
青苗銭ト云トキイタソ 禅
ニ青苗会上巻アリ�保
　
苗トモアリ�五月ノ早苗トル時分ソ�
　
与
二
酒銭
一
�
有蘇司業時
　
々����杜戯鄭広文�吾ニ 蘇�ガ吾カ貧 アワレンテ�細々時
　
ヲリフシニハ 酒テ銭ヲヲ テクレタ 杜カ鄭処ニタワムレノ
　
詩ナリ�ソチハ酒カノミタク モ サカテ カ貧テアルマイソ�
　
トラスル者モアルマイソ�吾ニハ蘇 カ細々クルヽ 云 ナイコトナ
　
リトモ云テ�鄭ニヒテ
�ケ�
ラカイタソ�タワムレチヤホトニ�本ニ酒テハ杜ニ
　
カルコ ハアルマイソ�
　
玉飛銭�絶艶好
棄�カ�
金作
レ
屋�清香宜引�
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
五三
　
���韓忠献牡丹�謂
レ
蝶也�此ノ詩ノ心�コヽロエヌソ�推ノ義ニ絶�ノスク
　
レタナラヒモナイ�ウツクシイ美人ノヤウナ花ナリ�此ノ花ノ家ヲ�
　
金玉�ヲステヽ�物ヲ入テケツコウニ作テヲキタイソ�清香��スクレ
　
タヨイ香ニ イノアル花ナリ�銭ヲヨソエトバシチラ テ 玉ノヤウナ
　
花ヲ�銭ヲヨソエヤツテ 買 吾所エ引トリタイト云心カ 雨
　
風ニ一衣ニ ノ声カシテ ヨソカラ飛 キタト云コ アリ�ワタリ銭ナ
　
トヽ云コトアリ�又ハ王� ハ 銭ノタソカナリヲ銭 比 カ マルイヤウニアル
　
ソコソ�詩ノ飛銭ハ雨風ニ飛 コト ハ
　
青銅銭�文ハ猶
二
�
　
��万選万中
一
�選�銭ヲ一文ヨリ耳白ニセンシタハ�千度・万度エ
　
レトモ同者ソ�万中ハ�ナンドエラヒスクレト �ハツレスエラフ ア
　
ルソ�ハツレヌ ソ�セイセ ト云 人カ云タ 洗銭ト云タソ�無シンカウ
　
ナ者カ云タソ 精銭テアラウソ 精 シラグルトヨムソ センシタコト
　
云ソ�米ヲ白ヲツクコト 精ノ字ハ米ヘンニ青ヲカ タ 米 ス
　
クレテ白クレハ�アヲウミユルホトニ クワ トモヨムソ ?
???
厳
　
経ニ二十五人ノ円通ノ悟 ソノ中テ一 スクレヲエ ヒ出サレ
　
ヨト�ソ�仏文殊ニイエタソ�文殊モ一往礼 シンシヤクソ�ツイニユ
�エ�
ラハレ
　
タソ�仏ノ前テ前二十四人ノ円通 イワレタヲ 一ツヽ ケテカウ
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五四
　
イエタレトモ�コヽハタラヌカケタソ�円通ニハナリカタイトコト
�
ク云
　
テ�最結句ニ観音ノ円通ヲホメラレタソ�此カ第一デアラウト云
　
エタソ 此�カ�万選万中チヤト後ニシ 青銅銭�
来相聚飲
二
一斗
一
�
　
恰有
二
 三百���
一
�杜�此ハアツマツテ云�アワセテ一斗カ酒ヲ飲タ
　
ソ�人々一斗ツヽノウ カ�三百銭ハ一人シテノム酒ノ代�三百 入 サウモナ
　
ソ�イソ�
イ�
　
子母銭�青
塗
レ
銭事�詳
レ
�青
ノコト�上ノ虞匀ノ
ノ
　
所ニアツタソ�水中ニアル虫ナリ 蚕ノ如トアリ�
ノ母ト子トノ血
　
ヲ銭ニヌツテ ノ銭ヲツカエハ ソノ銭カ必モトノ所エ帰ルソ�
　
子母銭ト云ハ�
ノ子母トノ血ヲヌルニヨツテ云タソ�又銭ヲ人ニカ
　
スソ�本 ハ母銭ナリ 母ト云ハ子ヲ母 ム者ソ�人カ借テ利
　
ヲ付テカエスソ�利 子ナリ 母 カ 銭ヲ生心
銭ヲ子母銭
　
ト云ヨリ�借テ利 付ヲ子母銭ト云カ�ヨイケナソ
　
一嚢銭�古
　
書
�雖カ�
二
満腹
一
�不
レ
如�
二
��
一
�後趙�後漢ノ趙ノ下ノ字ミエヌソ�後漢書
　
趙氏ノ伝�四五人ヲミルニ此コトナシ 排匀 趙ニモナイ イツレニ博学ニ
　
シテ�貧ナトミエタソ 古聖賢ノ書ハ�腹一ハイ知テミチ
�
テアレトモ�
　
用イラレイテ袋一ニ入 銭ニハ ヲトツタト云タ 杖頭銭�阮ノ宣
　
百銭掛
二
��
一
�至
二
酒店
一
便独酣暢�家無
二
但石
一
晏如也�本�阮宣ハ排
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
五五
　
匀�ニ�アリ�晋書ノ列伝ノ十九ニ�阮藉カ伝ノ中ニアリ�世俗ト交
　
ルコトヲキラウタソ�異ヘウナ者ソ�銭百文杖ノサキカケテ�酒屋
　
エイテ�ヒトリ酒ヲカウテ�思ホト ウテ�心ヲノヘテタホタソ 家ノ内ニハ
　
一石ホトノタクワエカマエモナウシテ�空々トシタレトモ�物ノトモシイヲ
　
カナシミウレウル心ナウ 心和柔ニシテタノシ イ ソ�杖頭銭
　
コト�蒙求ニモアリ 晏如ハ晏ハクルヽトヨムソ�定晏ト云ハ 年 �晩ノコト
　
ソ�天ニ雲ノナウテ�ハレキツテ清々トシ キヨイヲ云タソ 爾雅ニハ柔ナ
　
リトシタソ�柔和 心ナ
�ソ�
�和シテキゲンヨウシテ�笑テ談スルコトソ�ソ
�ヲ�
ソシト
　
モヨムソ�クルヽモ同心ソ�
　
食万銭�何曽曰�
二
��
一
�詳
レ
筋�何曽ハ排匀
　
ノ何ニア �字ハ頴孝ナリ�性カヲコツテ官家ナソ美食ヲ
　
シタソ�毎日クイモノヽ入目万銭ナリ 千銭ハ一貫 リ�万銭ハ十貫
　
ナリ�大官人 ハ�ム 餅ヲ必供スルソ ヽラノ饅頭ノコトソ マシ
　
ノカシラムシスコスホトニ テ�十文字ワレ サケ 子ハクワヌソ コヽラニ
　
モ管領ノ細川殿ノ膳ハ�毎日カタケノ分 一貫ノ入目ト云ソ 何
　
曽ハ十貫 貫
�衍カ�
ノ入目ノ膳ニ向テモ箸ヲ下ウス所ナイト云テ
　
不
レ
食タソ�天雨
レ
銭�黄尋大雨�天飛
レ
銭�至
二
其家
一
無数�因致
レ
富�幽冥
�
　
排匀ニハ黄尋カコトナイソ イツノ者ヤラ天大雨カフツタソ�天カラ
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五六
　
雨ニマキレテ�銭ヲフラシテ木ノ葉ノ落ル如ニ�銭雨ヲ黄カ家エフラス
　
コト数モナカツタソ�此ニヨツ �富貴ニナツタソ 幽冥
ニノセタ
　
ソ�此ノ
ミヌ書ナリ�コチエハクマイソ�此雨ハモリダラ
ヌ�メ�
キハセイ
　
テ�ヨイ雨ソ�イツモフラハヨカラウソ�潤筆銭�高頴戯
二
鄭訳
一
事�
　
詳
レ
筆�高・鄭ノ二人排匀ニナイソ�入声ノ質�匀ノ筆ニアリ�隋ノ時
　
ノ鄭訳�国公ノ官爵ヲ拝シタソ�高頴ト云者�官爵ニアカル�カ
　
キダシノ詔書カナ ヲ筆 リヲシテ カ キタイタソ�ジヤ
　
レコトニ�ナニモ礼 ド トラヌホトニ 筆カヒ ワツ 墨ノウル
　
ヲイモナイト云タソ 鄭 カ返事ニ云タソ�出 官ニ行�四方四岳
　
ノ一方ノ守護ニナレトモ 帰ル時ハ策ツイテ�コヽニ帰ルソ 一文一銭
　
ヲ不
レ
得ソ�ソナタノカキタシカヽシム�筆ヲウルヲサウスヤウナ
　
イト云タソ�鄭訳・高頴ハ排匀 ハナイ 隋書他所ニアリ�不
レ
得
二
 
　
考見
一
ソ�コヽラニモ人ノ為ニ物ヲカイテ�礼ヲトルコトヲ潤筆ト云
　
ソ�弁装銭�鍾
意薦
二
列平等
一
�特賜
二
��
一
�後�鍾��ハ排
　
匀ニハナイソ�後漢書列伝ノ十二ニ伝アリ�ナニ ケテナシ�不
レ
 
　
考ソ�鍾�カ列平ナ ノ臣ヲ上エマウシテ�スヽメテ官位ニア
　
ケタソ�トコ エ下タサルヽコトカ�弁
レ
装トハ�出料ノ路銭ヲ上カラ
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
五七
　
タマウタカヲ�装ハタヒタツコトナリ�ソノコトヲトヽノユル代物ヲクダ
　
サレ ソ�
　
買
レ
山銭�于
ハ唐ノ宰相ナリ�ソノ于�カラ戴�ニ�山ヲ
　
買テ�ヒツコ デ居ウト云�山ヲ買ウ代物ヲ百万トラせタコ ソ�
　
雲渓友銭 此書ミヌ書ナリ 山ヲ買ウ代物ヲ ラせタコトワリトモア
　
ラウソ�アラウシルせハ心 キコエヌソ�使
レ
鬼銭�安用人間�
レ
���谷�鬼
　
ト云ハ�神ヤ又ハ死人ノ トソ�神ニイノリ祈祷ヲシタリ亡者ヲ ムラ
　
ニ物ヲ入テ ツカウコトソ�地獄ノ沙汰モ銭デスルト云 ソ�ソノツレヲハ
　
用ヌト云心ソ�谷カ悟ノ上カラ云タコト �黄榜 ノ 標銭�蕭宏事詳
レ
榜�
　
排匀ノ蕭 アリ�蕭 ハ梁 武帝ノ弟�六番メノ太子ナ 性カ
　
銭ズキナリ�百万貫一所ニ ミ ツメテ ニ榜 立テ シ シ
　
シテ�キヌカナソヲ榜ニカケラレ
�シ�
タソ�榜ハ板ノヤウナ者ヲ立テヲク
　
コトソ�千万貫アツメテハ庫テ一ツ作テ�ソレエ入テクラノ口 紫色
　
ノキヌヲカケラレタソ�王綜ト云者カ銭愚論ヲカイタソ 定
　
テ愚ト云タホトニ ソシツタ論 ラウソ 王綜ハ排匀ニハナイ
　
ソ�乞
　
�詔カ�以下同�
　
与銭書生
究
二
官庫銭
一
�欲
レ
携
二
掲金甲
一
�神人
才曰�要銭取
二
 
　
尉遅公
一
�未
三
生訪
二
求尉遅敬徳
一
�方祖露蓬手煆冶生拝
レ
之�乞持
二
 
　
五百貫
一
済
レ
貧�敬徳怒
レ
生曰�足下它日富貴�但�一�不
レ
得
二
已�
一レ
之�
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五八
　
生至
レ
庫�後見
二
神人
一
令
レ
係
二
梁上
一
与
二
之�
一
�後敬徳賜
二
銭一庫
一
�欠
二
 
　
五百千
一
罪主者�忽得
二
梁上
一
�逸史�此一事不
レ
詳ソ�入声ノ尉遅
　
ノ所ニ敬徳ハナイソ�書生入
二
官庫
一
不
レ
識
レ
銭ト云コト�景徐和尚住院
　
法語 中 アリ�コヽニモ 官庫銭ノコトアリ�心エカタイソ�逸史ヲ
　
引タソ�唐書ノ逸史ヤラ考ウスヤウナイソ�治
レ
喪与
レ
銭�郭元
　
振年十六�ニシテ�為
二
太学生
一
�家送
二
資銭四十万
一
有言�五世未
レ
葬者�願仮
　
以�
レ
��
レ
之�無
レ
吝不
レ
質�名氏此ノ事�心エ不分明ソ�入ノ郭ニ
　
ノせタソ�郭カ十六歳ニシテ太学生ニナツタソ�家四十 ノ銭ト
　
アリタカ�家カラ送 ヤラ�又郭カ家ヘ銭ヲ過分ニ送タソ�送
　
テ云コトハ�五代マテ先祖死シテ葬ヲ五ヲエせ 今此ノ銭
　
ヲ与ルソ�ヲシマイテ思ヲマヽニツカウ �葬礼ノ儀ヲゲ
�
ト
　
せヨト云タ 名ヤ氏ヲタヽイテ�タレチヤトタヽス トナカレト云タ
　
化人カキテ ヤウナソ 郭 無欲ナ者テ 送タ銭 私
　
スマイ者ナルホトニ�化人カ送テ葬礼 サせ ヤウニミエタソ�チ
　
ト心エニクイソ�排匀ヲミテモヨウ心エヌソ�唐書 郭�カ伝ハナ
　
イソ�十六テ太学生ニナツ ホトニ�伝アリサウナコトソ 飲
レ
馬投
レ
 
　
銭�安陵清者項仲山毎�
二
�渭水
一
��三�
廉亦然�排匀
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
五九
　
ノ項ニアリ�安陵�ハノせヌソ�
�モ亦然トノソせタソ�太公カ
　
�釣リシタ渭水ニウマニ水カウ時コトニ�必銭三文ヲ水ニナゲ入タソ� �
　
ナニト云心ヤラ�三文ノ心モアラウソ�ソノイワレハシルサヌソ�安陵
　
�モ排匀ニハナイソ�銭ヲ投シタイワレアリサウナコトソ�
　　
対
レ
菊無
レ
銭�毎恨
二
陶彭沢
一
無銭��花�杜�イツモ陶淵明ハ菊
　
ヲナカメテ恨シエツクワイアルソ 誰ヲウラミカコツアイテハ
　
ナイソ�花ヲミ
�見�
テハ酒ヲノウテ�花ヲ賞翫シ詩ヲ作テコソナ
　
レソ�酒 カワウニモ銭カナイホト ナニモナラヌマテ 彭沢ト云
　
所ノ官ニ ツタソ�陶彭沢ト云タソ�
　
淵明酒銭�劉延之為
二
始安
　
郡
一
与
二
��二万銭
一
�悉送
二
�家
一
�稍就取飲�排匀ニモ晋書ニモ
　
劉延之ハナイソ�始安ト云郡ノ守ニ ツテ�陶� 銭ヲ二万
　
ヲクツタソ�二万ト云ハ�一貫 千ナリ�十貫カ一万ソ 二万ハ二十貫ソ�酒
　
ヲカウ銭アルマイト思テキツタ 劉カ銭ヲクレ レハ ヤカテ別ニ
　
モツカワイデ�イツモ酒ヲ買ウ所ノ酒屋エヤツタソ�酒ノ ミタイ
　
時ハ�ソノ酒ヤエイテ�酒ヲ ウタソ 算用モせヌソ 酒ヤニヨウ算用
　
シテヲイタ �晋書ノ陶�カ伝ニモ�此ノコ イソ�劉寵一銭 為
二
 
　
会稽守
一
被
レ
徴�山陰五叟尨眉皓首人齎
二
百銭
一
�送尨曰�自
二
明
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六〇
　
府来
一
�狗不
二
夜吠
一
�人不
レ
識
レ
吏�
厖�ママ�
各選
二
�大�
一
レ
之�劉寵ハ後漢ノ
　
桓帝ノ臣ナリ�後漢書在
レ
他�不
レ
考ソ�排匀ノ劉ニアリ�字ハ祖栄
　
ナリ�越 会稽郡ノ守護ニナツタソ�帝カラ御用アツテ召レ
　
テ�ミヤコエ上ルソ�将作監 サウ為ソ�ダイリノ宮殿造作ノ奉
　
行ソ�コヽラニ修理ノ唐名ニ匠作トカクソ�瑞渓ノ日件ニハ�匠
　
作ヲ将作トカ シマシタソ�匠作トハ一モカケヌ 事文類聚
　
ノ修理ノ官ノ所ニ�将作トアリ 将 ノ官ノ所ニ匠ノ字ハアレト
　
モ�匠作トシタコ ハ イソ�事文ヲミテ�カヽシマシテ アル ウメ�
　
劉ヲ京エ召シ上せラルヽホトニ 会稽コウ 山陰 云所地下
　
ノ年ヨリノヲトナ五
・六人�年ヨリテ眉毛ノ白ラ
�ウ�
ナカイ�尨眉ハ�
　
尨ハ毛ノ長 云ソ�ハウトモマウトモヨムソ�皓首ハ 皓 白トヨム
　
白髪ナコトソ�五
・六人ノ年ヨリドモ人
レ
��ソレ
�
ニ料足十疋ツヽ
　
紙ニツヽンテ劉�ニ送�ハナムケニシタソ 送テ云コトハ 此 郡エ守護
　
ニナリテ�此方エヲリア テカテ
�ラカ�
�夜犬ノホエタコト一度ナイソ�人カ
　
イキチカエトモ�アレハ吏ト云官ノ人ヂヤ コ
�守�護ノ
　
セイバイワルケレハ 夜々半ワルイ者
�ガ�
ラツシモナウイキトヲルホ
　
トニ�犬カホエヤムコトナイソ�セイハイ ヨイホ ニ�盗ヤワルイ者
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
六一
　
カヌホトニ�犬ノホエタコトナイソ�犬臥不
レ
驚�民気条ト谷カ作タソ�
　
此モ守護ヲホメタソ�人ノ多アツマリ行チヤカトモアレハ�吏チヤト
　
エシラヌソ�守護ノせイハイワルケレハ�吏官ト云者コヽラノ地下ノ定
　
使フレサイソクトモスル者ヲ吏ト云ソ�計ヲ鬼ニ云テ�人ヲナヤメ物
　
ヲトルソ�三町サキカラ吏ヲハ知ソ�今劉 守護テ政コウタウニ無
　
為ニアルホトニ�吏カイワレヌコトハ云テア クコトナイソ
�×�
ホトニ�ドレカ吏
　
ヲモ知リワ クコトナ � ウ所 ヨウヲサメラレタソ 今京エ御
　
上ヲシイ抑留モマウシタイ心ワアレトモ�帝カラ召ルヽホ ニ 是
　
非ニ及スト云心ソ�劉�カハ ムケニ 百文ツヽツヽンテモチキタ料
　
足ヲ�ドレモ百ノ中ヨイ大ナ一文ツヽエツテ ツテ 志 ウケ
　
ソ�賢者ナコトソ�サテ異名�ニ�一銭太守ト云タソ 蒙求ニモ劉寵
　
一銭トアリ�蒙求ヲミルニ�寵為
レ
選
二
一大銭
一
ト�コヽニハ寵各選
二
 
　
一大銭
一
トアリ�各トアル時ハ�百ツヽモチキタ十疋ノ内ヲ�一文ツヽ
　
エラウテ�ヨイヲ取タヤウナ 為 選ト云時 モチ タ者ノ為ニヨ
　
イヲ一文トツタヤウナソ 後漢書ノ伝 ハナニ アルヤラ�百文ツヽ人
　
々モチキタ百ノ内テ�ヨイ銭 一文ツヽ取リサウナコ 蒙求ヲ
　
モワカイ時 イタホトニ ネンコロニハ ホエ ル リ 阮孚 襄空メ
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六二
　
恐
二
羞渋
一
留得
二
一銭
一
�看詳
レ
襄�陽匀ノ襄ニアリ�阮孚貧ナ者ナリ�
　
フクロニタヽ一銭入レテ�市ニ遊タソ�銭ノタヽ一文アツテ�羞渋ヲヲソ
　
ルト云タ�羞ノ心不
レ
詳�ハツル心カ�渋ハ襄ノシフルト云ハ�銭ノナヲ
�ウ�
テウ
　
ルヲイノナイヲ云 コトカ�富タノシキハ潤沢ノウルヲイアリ�貧ナ
　
レハナニモ乾シブル心カ�晋書ノ列伝 第十九ニ阮孚カ伝アリ�
　
阮籍カ伝ノ中ニアリ�酒ハ リノウテ�礼儀法度ニカヽワラヌ
　
法外ナ者ナリ�官 イテ法外 シテ�酒ヲノムホト �諌ムル官カハジ
　
キノケウ
�ヲ�
トシタレトモ�元帝ノユルイテヲカシムタソ�祖約ト阮孚
　
ト同ヤウナ官人ナリ�約ハ財宝ヲアツメテ 以コトヲコ ウタソ� レ
　
カ所エ人カイタソ�財モノヲトリタイミテ愛スル所エ客カキタソ�
　
入物ノ宝ヲミナ見ハテヌニ�人カキタヲ財ノイレ物ノカラ
�ウ�
トヲ
　
ウシロニシテ�前ニ身ヨコタエテ サエカク テ不満ナカヲシタソ�阮
　
孚ハ履ニス
�ヌカ�
イタソ�?ヲヌツテ色ヲ付テナデミカイタソ�ソ
　
コエ客カツトキタソ�履ニ?ヲヌツテ�人 キタトモセズ 平
　
生ノナリテイタソ�ソコ 二 ノ位ノ上下カミエタ 云 ソ 襄�
　
銭一文 トハ�伝 ハナイソ 斗米三銭唐正観 唐書ノ帝紀一ニ太
　
宗ノ貞観二十三年ニ刑罰ノ死刑ナド モユルイ 利ヲ
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
六三
　
措タソ�措トハハウチステヽヲイテ不レ
 
行ソ�ソノ年五谷
�穀�
フネウ
　
ニシテ�米一斗カ三文シタソ�貞観ハ太宗ノ年号ナリ�貞ハタヽ
　
シイトヨムソ�正モタヽシイナリ ノトリカエニ正ウ
�ヲカ�
カイタソ�王
　
ノイミナ 貞アルヲサケテ�正トカイタソ�景徐ノ当
両�寺�
住
　
持正月歳旦上巻ノ末ニ偈アリ�一斗三銭遊手� �民トアツタソ�
　
此ノ和匀諸五山アツタソ 某二十余ノ時分 ヲソウ和シタト
　
アツテ�以外折檻アツタソ�江湖不
レ
隔青雲上�君有舜君�号
　
民�舜民ト云々�徐翁褒美アツタ
　
不
レ
直
二
一銭
一
�灌夫・罵夫・灌
　
賢曰�平生毀程不識 ����今乃效
二
女児曹�ノ�
耳語
一
�排
　
匀ノ灌匀程匀ニアリ 灌夫ハ前漢ノ文帝ノ臣ナリ�ヲヤ
　
張孟ナリ�灌嬰カ舎人ノ官テアツタカ 幸ヲ得テ灌カ姓
　
ニナツテ�灌孟ト云タソ�呉楚七国 乱ノ時�戦死シタヲ
�ソカ�
�灌夫ハ
　
ソノ子 リ�呉王ノクビヲト ヲヤ アタカ キヲ報せウ
　
ト云タソ�ケナゲ者ナリ�灌賢モ灌夫ト同時 者ソ 賢 夫
　
ガガイナ者 ノツテ一銭�ト云タソ�平生ハ程不
レ
識ト李広
　
トヲ一銭ニア ラヌトワルウ云タソ 今日ハ尼女ノヲンナ ワラウ
　
ベヲ云フ語ニキヽナ ウテ� ト リ�
耳
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語ハ不
レ
詳ソ�耳語ハ耳ニヨツテヲ�ン�ミツシテサヽヤクコトソ�
　
�ハ心ヲ
レ
知ソ�サヽヤクヤウナコトカ�平生ハ程�ヲソシツ
　
タソ 今ハ児女ノ
�ニナラウト云心ハ不
レ
知ソ�一銭不
レ
直程不
　
識ト谷カ作タソ�一文ヒラナカニモアタラヌ�用ニタヽヌト云心ソ�
　　
不
レ
用
二
一銭
一
�明月清風�
下
�
二
��
一
買
上
�風カ月ノテウホウ一文ヲ
　
モ以テカワヌソ�自然ニ自由ニ吾物ニナツタ心ソ�口不
レ
言
レ
銭�王
　
衍事�詳
レ
物�排匀ノ王ニアリ�王衍字ハ夷甫ナリ�晋ノ者ナリ�
　
王�カヒタイ� ミノ総角ノ時 山涛カミテ云タソ�何物老嫗生
二
 
　
此寧馨児
一
云タソ�老嫗ハヨ ツネハ嫗
ウ
トヨムソ�史漢テハ嫗
ヨウ
トヨム
　
ソ�年ヨリノフル女房ト云心ソ�此ヤウ小ムスコヲウン 寧馨
　
ハ説多ソ�タヽ如
レ
此ト云心カヨイソ�コレヤウ奇特ナネヲト云心ソ�
　
寧馨ノ寧ハ仄ニシタソ�晋ノ代ハ老子 教ヲタツトンテ�天ノ
　
清浄ノ道ヲ本ニシテ�サウタン �タ�チモキレイニキヤシ ウ本 シウ
　
ソ�王衍ハ清イ心ヲ本 ソ
�×�
衍カ妻ハ物ヲムサフリ�欲心ニイヤ
　
シイ 衍カ此ヲニクンタソ 妻カツカウ下女ヲシテ銭 モ せ
　
テ�衍カイル床ヲ夜ヒトイメク
�グ�
リマワラせ�アルカセタソ�夜アケニ
　
衍カ下女カ銭ヲ床ニ イタ ミテ 下女ニ云テ�挙
二
此阿堵物
一
 
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
六五
　
去ト云タソ�
せ�ゼ�
ニトハハツタトイワヌソ�唐名ヲ云タソ�阿堵ハ銭
　
ノコトナリ�阿 ハ梵語ノヤウナソ�字ノ心ハ不
レ
知ソ�晋書ノ列伝ノ
　
第十二ニ王衍カ伝アリ�此ノ伝中ニ王衍カ伝アリ�字ハ夷甫ナリ�排
　
匀ト大カイ同ソ�衍カコト色々 コトアリ�阿堵物ノコトアリ�銭ト云
　
コトハイワヌソ�
　
還
二
姉飯銭
一
�詳
レ
飯�去声ノ顔
�カ�
匀ノ飯ニアリ�范丹姉
　
ノ家エイタソ�姉カ范飯せシメタソ 姉 ヲ コカ 徳カナイ慳貧
　
ナソ�ソレヲ知�飯ノ銭百文タイテ飯ヲ還ス心 ナイタ
　
園子
　
納銭�温公�カ�独条園々子 呂直遊
レ
園者与
二
茶湯銭十千
一
以納
レ
公�怒
　
不
レ
受�直�曰�只端明不
レ
受
レ
銭�後創
二
一井亭
一
�乃園子所
レ
創也�元城語
�
　
宋ノ司馬温公宰相ヲ還シテ�落陽 中 隠居所ヲカマエテイ
　
タソ�独条園ト名タ 独� 安閑ニシテ心ヲ ノシマシメタ ソ�園
　
ノ中ニ庵ヲ立テヽ�花ヲアツメテ種 花庵
�園�
ト云タソ�園カコ
　
トノ外広大ニアツタソ 茶店ナトカアツ 茶湯銭ハソ 心 園
　
ヲキテ看テ遊フ者 茶ヲ酒ヲノムホ ニ 茶酒ノ代 心 �十千園々
　
フリノ呂直ニ与タソ�十千ハ十貫文ソ�一貫ハ百文十ナリ�
　
千銭ト云ソ�十千ハ十貫 只
�呂�
直カ客ノアタエタ十貫ヲ
　
温公方ニ納タ 温カ大ニ怒テ ウケヌソ�呂直カ云タソ 温公
千葉経済論叢
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六六
　
ハ只端�ニシテ�タヽシウ心カキレイニ廉明ニシテ�銭ニフケラヌソ�受
　
ヌホトニ�後 園守ノ呂�カ井ノソバニ亭ヲ立タソ�呂カ亭ヲ
　
創タソ�創ハ家ナトヲハハシメテ作ルヲ云ソ�園ヲキテ見 アソフ
　
者カ�十貫ダイタソノ銭テコソ亭ヲツクツヽラウソ�独条園
　
ノコトハ 輟耕
ニネンコロニアルト�天龍ノ策彦老人語レタソ�此
　
書朽タトアリ 看ハせヌソ
　
好官得銭�曹彬下
二
江南
一
�還
レ
家快
　
々太宗賜
二
銭五十万
一
�乃嘆曰���不
レ
過
二
多�
一レ
��爾何必使相也�
　
長編�彬カコト排匀ノ曹ノ所ニアリ 五代ノ末 周ニ カエタソ�周 ツ
　
カエタ日彬ヲ器用ヲ試ミラレ ニ 左ノ手ニハ千戈ヲ持 右
　
ノ手ニハ俎豆ノ宗
ヲ祭ル器物ヲ取タソ�文ト武トヲカ
　
ネタキヨウノ者ナリ�後ニ趙ノ太祖ノ五代ヲ亡シテ 宋 天下
　
ヲ開レ 時ニ�太祖ヲ佐テ枢密使相ノ官ニナツタソ�枢
　
宰相ノ代ヲスル官ソ�高官 好官モ此 ヤウ五 万貫ぜ
　
ニヲ多ウ得ルコトハナイソ�使相ノ好官 云エトモ�五十万貫
　
得ルコトハナイト云 ソ�長編ト云書ハ�サヌミ名ヲキカ 書ナ
　
宋朝ノコト シタ書カ�宋史 ド 類カ 活 楡��楡 コヽ ハ� レ
　
木云ナリ�葉カ小ニシテ�ぜニホト シテ�コマルイソ 銭ニ似 ホトニ 楡銭
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
六七
　
ト云カ�荷�ハ荷葉ノ初テ生シタハ�葉カマルウ小マルイソ�此モ銭
　
ニ似タホトニ�荷銭ト云ソ�苔�ハ此モ苔ノモン小マルウシテ似タソ�
　
紙��神ノ社ヤ土地堂ナ ニ銭ヲ紙ニツヽケテ�キツテカクルソ�
　
姓氏�彭城ニ此ノ銭氏ノ者アルソ�彭城ト云ハ�衛 国ノ河上�難
　
ノ国ノ郊原ニアリ�
之裔�陸絡生
二
彭祖孫
一
�字�周�府ノ上
　
士�ナリ�
�因
レ
官命
レ
氏�戦国有
二
隠士�丹
一
�秦�ニハ�御史大夫�産�
五常ノ
　
内ノ王ナリ�ソノ子孫ナ 裔ハ衣 スソヲ 大ウ末ト云心ナリ�
　
帝ノ末ニ陸
終�ママ�
ト云者カ彭祖ヲウンダソ�祖カ孫ヲ字ト云タ
　
ソ�周ノ中ホト
�ド�
戦国 時ニ�隠者ニ銭丹ト云者アリ�彭祖カ孫ノ字
　
ト云者 時ニ銭府上士テアツタソ�銭府 天子銭倉ノ奉行
　
ナリ�銭府ハ官 名ナリ 官ヲ以テ氏トシテ 銭 云タソ�銭氏カ秦
　
ノ時ニ銭産ト云者アツタソ� 道戦 字
�以
レ
功都
二
督郢州刺
　
史
一
�南史�道戦ハ大功ヲナ�イ�タホトニ�南方ノ郢ノ国守護ニナサレタ
　
ソ�刺史ハ守ノコ ナリ 都督モ守ノ心ソ 都ハスフルトヨムソ 摠ヲ
　
タハネテツカサトル心ソ�督 タヽストヨム 摠一国ノコ ヲツ ネテ
　
サバキ�下知セイ イシテ 物ノ理非ヲ ヽス 南史 本在
レ
他�
　
不
レ
考��起�賦
二
湘霊鼓瑟詩
一
�詳
レ
青�匀府ノシ
�下�
タ平ノ青匀ノ青ノ
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六八
　
下ニアリ�進士ニ京エ上テ�タヒヤニ宿ヲトツテイテ�夜ル庭ヲ閑
　
行シテアルイタレハ�空中ニ物カ曲終人不
レ
見�江上数峯青ト云句
　
ヲトナエタソ�奇特ニ銭カヲモウタソ�及第ノ日活霊鼓瑟ト云
　
題カ出タソ�ソレヲ文ニカイタソ�落句ニ夜ソラ 唱タ一聯ノ句ヲ
　
カイテトメ 神助テアラウソ 湘霊ト云ハ 湘霊 湘妃ノコトナ
　
リ�舜ノ二女ナリ�舜ノ南方瀟湘ノ バノ蒼梧ノ野テ葬シ
　
タソ�二女 コガレテ舜ヲ葬シタ所ヲミテ 近所ノ瀟湘ノ江エ二妃
　
身ヲナケラレタソ�ソノ幽霊カ月夜ヤ雨ノ夜ナトニ琴瑟ヲヒ
　
カルヽ声カシタソ�曲終�思ホト琴瑟ヲ引スマイ ヒキヲサメ �
　
人ハミエヌソ�幽霊カ引タホ ニ�江ノ上 九疑 九アル山カア
�
トシテ
　
ソヒエタマテソ�玄妙十句ヲ唱タコトナリ 此 カ テ及第シタソ�
　
三体詩ノ上ノ履歴ニ 銭起カ下ニハ此事 イ 才子伝ニアラウ
　
ソ�才子伝無
レ
之�不
レ
考ソ�唐書ニ銭起カ伝ハナイソ��繆�因
二
黄
　
巣乱
一
�拠
二
呉越地十三州
一
�唐荘宗対
二
彭城王
一
�梁唐封
二
呉越国王
一
�
　
謚
二
武粛
一
�排匀ノ銭ノ所ニアリ�排匀ニハ銭鏐トアリ�コヽニハ繆トアリ�匀
　
会ノ下平ノ老句ニ�鏐ト繆トニタイタ 繆ノ音 鏐ハリウノ音
　
ナリ�又尚書 禹貢 ハ 鉄トアリ�玉ノ名 リ キウ 音ナリ
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
六九
　
銭繆ト二ニヨム人アリ�トチカヨイヤウ�呉越王ニナサレタソ�宋
　
太祖ニ帰服シタソ�所領ヲ過分ニヤラシムタソ�奔走アツタソ�
　
黄巣カ乱ノ時ニ威勢ヲシテ�十三�国ニ ツテ�五
�吾�
物ニシタソ�唐ノ荘
　
宗ノ時ニ彭城王ニナサレタソ�梁ト唐 ノ二代ニ呉越国王ニナ
　
サレタソ�梁唐ト云ハ五代ノコトナリ�本ノ唐ノ末�梁唐晋漢周
　
ノ五代同時ニワ
�ソ�
レ�
王ト云テ�ソコ
�
ノ国ニヨツテ�ソコヲミヤコニ
　
シテ�イセイヲシタソ�ソ 梁ト唐 ノ王ドレモ鏐ヲ呉越王ニナサ
　
レタソ�呉ハ東�越ハ南 二方ノ天下ヲ王ニシイタソ �惟演 字希
　
聖�幼賦
二
遠山詩
一
�高為
二
天一柱
一
�秀作
二
海三峰
一
�俶深器
レ
之�文章与
二
楊
　
億・劉
一
ニ�斉
レ
名聚
レ
書�侔
二
秘府
一
謚
二
文僖
一
�演字ハ希聖ナリ�幼戸イトケ
　
ナウ十歳ヨリ内テアラウソ�ト 山ノ詩ヲ作タソ�高シテハ天ノ一 柱ト
　
ナルソ�天柱峯ト云山 リ 天ヲサヽユル柱トナル山ソ�天エ ヽカイ
　
テハ�サヽユルコトハナラヌソ 秀 秀 アラワレテヌケデ
　
海三峯 海中ニ蓬?三山ノ三ノ大山アリソ
�ヲ�
�ツレノ山トモナルソ�
　
呉越王銭俶カスクレテホメタソ�後ニ文章ノ名器トナラウ 云
　
タソ�文章�ノチニ壮年 ナツテ 文ヲカイテ名 知ルヽコト 宋
　
ノ楊大年・劉
ナドヽ同ヤウニ名ヲ知レタソ�宋ノ楊億大年
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幼ナ時ニ�家ノ内ニツカワルヽ者カダイテ�高イ楼エ上タソ�詩ヲ
　
作タソ�高楼高百尺手可
レ
摘
二
星唇
一
ト作タソ�カクレモナイ詩ナ
　
リ�宋ノ劉
モ三度マテ翰林玉堂ノ学士ニナツタソ�人ノヲホエ
　
モチイ 大ニスクレタソ�蟠桃三
成
二
何味
一
�上
二
尽鰲山
一
迹転孤ト作タ
　
ソ�同ヤウナ名作ナリ�楊劉ト名ヲ斉ト云タハケニモソ��俶��氏
　
自
二
五代
一
效
二
臣順
一
�宋興俶来朝�臣僚請留
レ
俶�太祖封
二
文字
一
一複付
レ
俶�
　
全
レ
国啓
レ
封�皆留
レ
俶書也� 国三年遂以国帰後�辞
二
国号
一
封
二
鄧王
一
�
　
謚
二
忠懿
一
�俶ハ自
二
五代�
一
五代ノ時カラ臣下カ
�ナウ�
ラニナラツテ�帰伏シテ
　
宋ニシタカウタコトカ�效臣順トチエヨムヤラ 太祖ノ宋ヲ興シ�国
　
ヲ開タレハ�宋エ来朝シテ臣伏シタソ�百官臣下百僚コト
�
ク
　
俶ヲ京ニ留テ�京ニヲカウ 祖エコ マラシタソ 太祖ノ俶カ
　
帰時ニ書トモ一複ツヽンテ�大ナ袋ノ ニシテ�俶ニ シムタソ�国ヲ
　
全ヲ領シテ�ソノ封シテ バシムタ複ヲヒラ レハ 臣下百僚 モ 俶
　
ヲ留ラレヨト云 ド ナリ 太祖ノ興国三年ニ国ヲ以テ宋 来帰
　
シタソ�後ニ国王 ナサレ �国ノ号 ハ辞退シタソ�鄧王 サ
　
忠懿王ト クリ号ヲタマウタソ�○伝五代八十四年俶七子惟
　
演其六子也�五代ニカケテ八十四年 銭惟演 俶カ子 人アリ�
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
七一
　
演ハ第六番メノ子ナリ��易�字希白�蘇易簡曰�李白才也�為
二
文
　
数千言
一
頃刻而就蘇易簡カホメテ�李白カ才チヤト云タソ�推匀
　
ニ字ノ希白 ノせヌソ�李白才チヤト云タホトニ�李白ヲ希心テ
　
希白ト云タカソ�進士ノ時ニ天子ノ三題ヲ出テ試ラレタソ�皆及
　
第シタソ�真宗ノ朝ニ翰林ニナツタソ�章聖
�真宗�
皇帝ノ山水ノ扇
　
ヲカイテ�易 詩ヲ作ラせラレタ 好開
二
今日太平基
一
� 万里山河
　
帰
二
掌握
一
ト作タソ�上ノ御喜アツタソ��若水�字淡成ナリ�陳槫
　
以為
レ
有
二
仙風道骨
一
�陳閣南カ若水ヲ見テ�仙人ノ風骨アルト云タ
　
ソ�コヽニハザツト仙 道アルト云タトハカリノせ 排匀ニハネンコロ
　
ニノせタソ�河南ノ者ナリ 十歳ニシテ文ヲヨウカイタソ�陳槫カ一見
　
シテ仙�道 アルト云タソ�麻衣 者ヲ請シテ 相 サせ 麻衣ハ相
　
人テアラウソ�出家ヲ道者ト云ソ�此ハ僧テハアルマイソ�タヽ人ヲ
　
相スル者麻衣ヲキタホトニ云タ者テアラウ 相人 火
　
�箸カ�
　
著ヲ以
　
テ灰ニ做不得ノ三字ヲカイテ云タソ�急流中勇退人也�富貴
　
エイヨウノハヤ川 流ヤウナヲ�思イイサウデヒツコム隠遁色ヲ
　
ノカレタ人チヤト云 ホメタ 相人ノ麻衣カ火バ テ灰 做
　
不得 三字ヲカイテ�ミせタソ�仙人ニモ道士ニモエ ルマイ 心ソ�
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七二
　
做ハ作ノ心ソ�ナルト云心ソ�做不
レ
得ト云心ソ�宋ノ真宗帝ノイワ
　
シムタソ�若水ハ儒者ノ臣ナリ�儒ハ文章ハカリ本ニ学スル者ナ
　
リ�サレトモ儒ヲ学シテ�又武�兵ノ道ヲモヨウ知タ者チヤト�ヲシナツ
　
タソ�武ノ方ヲ 心得タコトヲ真宗ノ知ラシムタソ�ノチニ位枢副ノ
　
官ニナツタソ�枢 云ハ枢要ト云ソ�枢ハ戸 クルロナリ�クルロヲ
　
ヲトシテ テツムルソ�人カソトカラエアケヌソ 短
ヲ�ウ�
小ニシテ�大
�文ト云�
　
ナ戸
　
　
ヲトヅル者ナリ�左府・右府ト云テ左右ニアリ�宰相 代
　
スルソ�枢密ト云 リ 干要ノ官ナリ�天下ノ大事 天下国郡
　
兵乱ナドノ大事ノ隠密スルコトヲ�宰相トヽモ談評ス ソ
　
サテ枢密ト云 秘 スル心ナレ モ 詩書テハビツ ヨム 副ハ
　
副元帥ノ心ソ�元帥ハ軍陳
�陣�
ノ総大将ヲ云ソ�大将ニソユ
�エ�
ルカ
　
ニスル者ヲソユルソ�大将ニソユ 官 若水カ兵ノ方心エタ者チヤ
　
ホト �枢府ノ位ニナリ 副元帥 サ タソ 此ヤウナ方ヲモ心
　
エタ者ヂヤガ�ナニトアレハ陳槫カ仙風道骨ア トハ云タコ ソ
　
ソノ心テ年マタ四十ニナライテ イトマ マウシテ 出仕 ヤメテ
　
ヒツコウタソ�宣靖トヲクリアリ�宣靖ハ 宣ハノフルトヨ 靖
　
ハシヅムルトヨムソ�シツカ 心ナ 仙道 風 ベヒロメ行テ 吾
�玉塵抄�にみる戦国期日本の貨幣観
　　
川戸
七三
　
カ一身一心ヲシツカニ安閑ニ養テタモツ心ナリ�四十ニナラヌ壮士
　
テヒツコウダハ�急流�ノ�中ノ勇退ノ正本ナリ�草木�金�花�梁�ノ�予
　
州�ノ�椽属双陸�賭
二
金銭
一
々尽�以
二
金�花
一
相足�魚洪謂
二
得
レ
花勝
一レ
��酉陽�
　
草木ノ名ニ銭ノ字ノアル ノせタソ 金銭ト云花ア�リ�
�コヽラノハアカ
　
イソ�黄ニハナイソ�せニノヤウニツボウテマルイソ�梁ノ代ニ予州ノ
　
守護ノ下ニ椽ト云ウ官 者アリ 椽ハ家ノタルキナリ� ルキハ家
　
ノ力ニナツテ家ヲタスクル 掾ト椽ト�ヘン 木ト手ヘントノチカイ
　
ソ�ツクリハ同字ソ� ル木ノ心ソ�守護ノタスケ ナル官ソ 椽 官
　
ノトモガラカ�人トせウフ
�ブ�
ニ�スコロクヲサイタソ�勝負ニカケモノヲシテ�
　
金ヲ賭ニシテサイタソ�椽カカケモ ニ金ヲシタカ 金ヲダシツ テ�
　
金ガナイソ�花ニ金銭ト云アリ ソ 花ヲト テカケモ ヽタラヌ
　
タシテカケタ 魚洪ト者ソ テ双陸 ミテカラ云タソ� ケモノヽ
　
代ニ花ヲ得タハ�本ノ金 ハマシタ 云タ �此ハソバカラ云タコトナリ�ムカイノ
　
花ヲ トル者ハ�金ニマ タ ハ思ウマイ 魚洪 風流 本 シテ
　
云タソ�排匀ノ魚ノ所ニ魚洪ハナイソ�不
レ
知�還解
レ
済
レ
貧無�百氏集詩�
　
花ノ名ヲ金ノせ 云カ�貧困シタ者ヲス ウテタスクルコト スヤウ
�ラ�
�
　
スクウコトハアリサウモナイ無実ノ名テアラウソ シラヌコトソ 百
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七四
　
氏集ト云�千百人ノ氏ノ詩ヲアツメタ詩集アリ�ソレニアリ�ミヌ集ナ
　
リ�定テ大部テアラウソ�
　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�かわと
　
たかし
　
本学専任講師�
